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▲満開のさくら

千鳥ケ淵ボート場

　北の丸公園

代官町通り

内堀通り

皇居東御苑

戦没者墓苑

　千鳥ケ淵公園・内堀通り

外濠公園

聖イグナチオ教会

清水谷公園周辺

日枝神社周辺

日比谷公園

桜田通り周辺

国会前庭

神田明神・
宮本公園　

駿河台道灌道

新三崎橋付近

東郷公園

飯
田
橋
駅
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谷駅

有
楽
町
駅
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ツ
谷
駅

神
田
駅
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秋葉原駅

国会
議事堂

皇　居

二
重
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赤
坂
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東
　
京
　
駅

祝
田
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半
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門
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国
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館

大手町駅
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　町駅

永田町駅

国会議事堂前駅

内幸町駅

九段下駅

神保町駅

白
山
通
り

目
白
通
り早

稲
田
通
り

靖国通り

竹橋駅

霞ケ関駅

青山通り

国立劇場

潮見坂

外
堀
通
り

本
郷
通
り

　町大通り

小川町駅

日比谷駅

二重橋前駅

岩本町駅

　千鳥ケ淵周辺

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

（真田壕）

（平川門付近）

末広町駅

区内のさくらの名所を案内します
（地図の番号参照）。さくらの本数は
平成１７年１１月に調査したものです。
千鳥ケ淵周辺 ２６０本
花見の名所・千鳥ケ淵緑道を歩け

ば、ソメイヨシノの良さが体験でき
ます。北の丸、皇居の森を背景に、
高い土手から水面に滑り落ちて咲く
花の群れや、水面上を舞う花吹雪が。
戦没者墓苑 １４本
３月の始めに、大寒桜

おおかんざくら

が横に大き
な枝を張り、タブノキ等の常緑樹の
中に、紅色がやや濃く蜜の豊富な明
るい花が開き、メジロが訪れます。
千鳥ケ淵公園･内堀通り ２０８本
明治１４年にソメイヨシノが植栽さ

れ、今に引き継がれています。代官
町通りから半蔵濠土手、水面にかか
るさくらや国会議事堂も望めます。
北の丸公園 ３２９本
吉田茂像周りの寒桜から松月まで

の花が、手に取るように楽しめます。
芝生での開放的な花見、千鳥ケ淵の
土手上から見下ろす花の海、対岸の
緑道にライトアップされた夜桜も。

國神社 ４０６本
それぞれの思いで、さまざまな場

所から持ち寄られた、内苑のウコン、
エドヒガン、ヤマザクラ、外苑のソ
メイヨシノ等が折り重なるように咲
き誇ります。
外濠公園 ２３６本
ＪＲを眼下に、外濠の水面と対岸

のソメイヨシノ。飯田橋から四ツ谷
まで続く、江戸城外濠の土手筋に樹
齢約８０年のヤマザクラからソメイヨ
シノまでが咲き誇ります。
聖イグナチオ教会(真田壕) １０５本
真田家が築城した江戸城・真田濠

に咲くさくらは、昭和３４年、３９年に寄
贈され、元気な巨木に育ち、堤を埋
め、木の間から迎賓館も望めます。
清水谷公園周辺 ７４本
紀尾井坂、清水谷、弁慶濠と続く

坂、谷、水辺。ソメイヨシノが咲き
終わるとさくら湯でお馴染みのさく
ら・関山

か ん ざ ん

の並木が咲き始めます。
東郷公園 ２５本
広場に大きく枝を張ったソメイヨ

シノのほか、大きなエノキの先に、

１月後半にほころびる寒桜や滝桜の
子ども・ベニシダレも咲きます。
日枝神社周辺 ８５本
都心の小山で、桜を見ながら上り

下り。小山の裾
す そ

は関山の並木が縁取
り、木々に囲まれた境内にはソメイ
ヨシノが咲き競います。
皇居東御苑 ２８０本
咲く期間が長く、豊富なビュース

ポットがあります。天守閣と大島桜、
芝生とソメイヨシノ・関山・エドヒ
ガンなど。４月２０日ごろに咲く、木
の形も花も美しいカスミザクラも。
代官町通り １７５本
明治時代後半、皇居を分け、千鳥

ケ淵を埋めて開通した代官町通りの
山桜の並木、途中の北の丸公園から
ベニシダレ、ヤエベニシダレや乾門
の景色も望めます。
内堀通り(平川門付近) ４７本
まちかど庭園に、河津桜から八重

ベニシダレ、普賢象
ふ げ ん ぞ う

、関山、ウコン
が咲き、背景は内堀、石垣、平川門
から皇居東御苑の森まで繋がります。
神田明神・宮本公園 ４４本
朱赤の山門にかかるソメイヨシノ

など、境内を埋めるさくら。公園に
は、ゆったり楽しめるさくらが、広

場に枝を伸ばしています。
駿河台道灌道

ど う か ん ど う

１７本
匂い桜の花と香りが楽しめます。

駿河台の武家屋敷から伝わる駿河台
匂。地元の要望で昭和６３年に植樹し
たヤマモモとさくら並木の先には太
田姫神社が。
日比谷公園 ５５本
かもめの広場で一休みしながら見

られます。春花壇や木々が芽吹いて
きたら、公園の南西角、ソメイヨシ
ノの咲く噴水広場を訪ねてみては。
国会前庭 １６０本
毎年増える里桜が鑑賞できます。

北庭には、プリンセス雅、子福桜
こ ぶ く ざ く ら

な
ど、さまざまな品種の里桜が。背景
の眼下には、桜田濠、力強い黒松が
望める皇居の土手、皇居の森が。
桜田通り周辺 ８３本
歩道に添って咲くソメイヨシノ、

周辺の国会図書館や最高裁判所も花
で彩られます。塩見坂の上から寒桜、
大島桜が坂下に続きます。
新三崎橋付近 ３８本
外濠川（日本橋川）の新川橋右岸に

添って咲くソメイヨシノから、あいあ
い橋の先、新三崎橋河畔の樹齢１２０
年のシダレザクラまで続きます。

さ く ら の 名 所

さくらまつりはさくらまつりは

３月２６日３月２６日（金）（金）～４月４日～４月４日（日）（日）

さくらまつりは

３月２６日（金）～４月４日（日）

区の花さくらが
満開になる季節はもうすぐです。
今回は、さくらの見所や
さくらに関するイベントを
紹介します。
千代田のさくら
約３,３００本を皆さんで
お楽しみください。

さくら関連イベントは１２面へ
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区
内
で
撤
去
し
た
自
転
車
や

原
動
機
付
自
転
車
は
、
自
転
車

保
管
場
所
で
、
持
ち
主
に
返
し

て
い
ま
す
。

４
月
１
日
（木）
か
ら
、
業
務
の

民
間
委
託
に
あ
わ
せ
、
返
還
時

間
を
拡
大
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

４
月
1
日
か
ら
の
新
し
い
返
還
時

間
等

▼
常
盤
橋
自
転
車
保
管
場
所

大
手
町
２
―
７
―
６

1
５
２
０
２
―
２
４
５
０

（
返
還
時
間
帯
の
み
通
話
可
）

最
寄
り
駅

東
京
メ
ト
ロ
半
蔵

門
線
三
越
前
駅（
Ｂ
１
出
口
）

返
還
日
時

火
・
木
＝
１３
時
〜
１９

時
／
土
・
日
＝
10
時
〜
１７
時

▼
猿
楽
町
自
転
車
保
管
場
所

猿
楽
町
１
―
６
―
９

1
３
２
１
９
―
５
３
０
３

（
返
還
時
間
帯
の
み
通
話
可
）

最
寄
り
駅

Ｊ
Ｒ
御
茶
ノ
水
駅

（
御
茶
ノ
水
橋
口
）

返
還
日
時

水
・
金
＝
１３
時
〜
１９

時
／
土
・
日
＝
10
時
〜
１７
時
　
　

※
月
曜
・
祝
日
、
12
月
29
日
〜

１
月
３
日
は
定
休
日
。
た
だ

し
、
祝
日
が
、
土
・
日
と
重
な

っ
た
場
合
は
開
設
し
ま
す
。

返
還
の
際
に
必
要
な
も
の

返

還
料
（
自
転
車
２
千
円
、
原

付
６
千
円
）、
自
転
車
の
鍵か

ぎ

、

身
分
証
明
書

問
合
せ

安
全
生
活
課
路
上
障

害
物
対
策
係

1
５
２
１
１
―
４
３
４
５
　

撤
去
自
転
車
・
原
動
機
付
自
転
車
の

返
還
時
間
等
を
変
更

新常
盤橋

区立
常盤橋公園

常盤橋
　小公園

常
盤
橋

靖国通り

常盤橋

自転車保管場所

猿楽町

自転車保管場所

区
に
は
、
現
在
１４
か
所
の
年
間
登

録
制
自
転
車
駐
車
場
と
時
間
貸
し
コ

イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
式
自
転
車
駐
車
場

４
か
所
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
御
茶
ノ
水
駅
自
転
車
駐
車

場
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

利
用
期
間

４
月
１
日
（木）
〜
平
成
２３

年
３
月
31
日
（木）
（
１
年
間
の
登

録
制
）

場
所

神
田
駿
河
台
４
―
３（
本
郷

通
り
井
上
眼
科
前
）

申
込
み

３
月
23
日
（火）
か
ら
所
定
の

申
請
書（
安
全
生
活
課
・
出
張
所
・

御
茶
ノ
水
駅
自
転
車
駐
車
場
に
あ

り
ま
す
）に
必
要
書
類（
区
民
は
住

所
を
証
明
す
る
も
の
、
高
校
生
以

下
は
学
生
証
の
写
し
な
ど
）
を
添

え
て
郵
送
ま
た
は
直
接
安
全
生
活

御茶ノ水駅
自転車駐車場

利用者を募集

▼登録手数料

自転車

原付（50cc以下）

区内在住者

区内在住者

その他の方

その他の方

高校生以下

３,０００円

６,０００円

３,０００円

３,５００円
７,０００円

番号

① 市 ケ 谷 駅 九段北四丁目４番先 １０月
自 転 車 ラック式

ラック式

ラック式
ラック式

ラック式

ラック式（一部平置）

ラック式（一部平置）

平 置
平 置
平 置
平 置
平 置
平 置

平 置
平 置
平 置

平 置
平 置

平 置
平 置

平 置
平 置
平 置

平 置

８５
１０
８０
１００
１０
９０
１０

１０

１０
９５
１０

平 置１０
１００

３５
１８０
１９０
３０

２０
３５

１０
６０
５

１６０

１３３

８０

自 転 車
自 転 車

自 転 車

自 転 車

自 転 車

自 転 車

自 転 車

自 転 車
自 転 車
自 転 車

自 転 車

自 転 車

自 転 車

原動機付自転車

原動機付自転車

原動機付自転車

原動機付自転車

原動機付自転車

原動機付自転車

原動機付自転車

原動機付自転車

原動機付自転車

原動機付自転車

原動機付自転車

５月

５月

２月

５月

５月

５月

５月

７月

７月

４月

１０月

１０月

２月

飯田橋三丁目１２番先

飯田橋三丁目１１番先

飯田橋四丁目１０番先

三崎町二丁目２０番先

神田駿河台四丁目３番
先

鍛冶町二丁目１３・１４番
先

鍛冶町二丁目１１・１２番
先
神田岩本町１５番地
神田平河町４番先

神田和泉町１番地先

六番町１４番地先

九段北一丁目２～３番
先

神田神保町三丁目７番
先

飯田橋駅東口第１

飯田橋駅東口第２

飯 田 橋 駅 第 ３

水 道 橋 駅

御 茶 ノ 水 駅

神 田 駅 第 １

神 田 駅 第 ２

岩 本 町 駅 臨 時
秋葉原駅東口第１

秋葉原駅東口第２

四 ツ 谷 駅

九 段 下 駅 第 １

九 段 下 駅 第 ２

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

自転車駐車場名 場　　所
利用開始月
（1年間） 種　類

駐車台数
（台） 形態

※

※

※

※②⑨⑩は自転車のみ
市ケ谷 水道橋

飯田橋 御茶ノ水

神田

四ツ谷 九段下

課
路
上
障
害
物
対
策
係
（
〒
１０２
―

８６８８
九
段
南
１
―
２
―
１
区
役
所
５

階
1
５
２
１
１
―
４
３
４
５
〈
平

日
８
時
30
分
〜
17
時
〉）へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
開
始
日

は
、
自
転
車
駐
車
場
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
＝
左
図
表
＝
。

各
自
転
車
駐
車
場
の
募
集
に
際
し

て
は
、
そ
の
都
度
広
報
千
代
田
で
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

▼
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
式
自
転
車
駐

車
場

水
道
橋
駅
、
秋
葉
原
駅
周
辺
に
は
、

自
転
車
専
用
の
時
間
貸
し（
１
日
１００

円
）を
す
る
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
式

の
自
転
車
駐
車
場
が
あ
り
ま
す（
最

初
の
２
時
間
は
無
料
）。

場
所
・
収
容
台
数

水
道
橋
駅
東

口
＝
４４
台
、
秋
葉
原
駅
東
側
駅
前

広
場=

１２７
台
、
同
西
側
Ｊ
Ｒ
高
架

下=

７０
台
、
同
中
央
口
高
架
下（
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
側
）＝
８０
台
　

秋葉原・岩本町



環
境
・
温
暖
化
対
策
課
普
及
啓

発
係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
３
　

区役所の代表電話　3264ー2111（3）No. 1276 22.3.20

広　　告

防衛省

地
球
温
暖
化
対
策
の
交
通
施
策
の

一
つ
と
し
て
、
電
気
自
動
車
の
普
及

が
あ
り
ま
す
。

区
は
公
用
車
と
し
て
導
入
し
た
電

気
自
動
車
１
台
を
、
事
業
の
用
に
供

し
な
い
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
夜
間

の
時
間
帯
に
、
区
民
等
に
貸
出
し
を

行
い
ま
す
。

貸
出
時
間

平
日
＝
１８
時
か
ら
翌
日
８
時
ま
で

金
曜
＝
１８
時
か
ら
月
曜
８
時
ま
で

休
前
日
＝
１８
時
か
ら
休
日
明
け
８

時
ま
で

貸
出
場
所

千
代
田
区
役
所
旧
庁
舎

（
九
段
南
１
―
６
―
１１
）

利
用
方
法

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
運

営
会
社
の
会
員
登
録
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

※
利
用
に
関
し
て
の
事
前
説
明
会
を

下
図
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
当

日
、
直
接
会
場
へ
お
こ
し
く
だ
さ

い
。

▼
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
は

１
台
の
自
動
車
を
複
数
の
会
員
が

共
同
で
利
用
す
る
自
動
車
の
新
し
い

利
用
形
態
で
す
。

利
用
者
は
自
ら
自
動
車
を
所
有
せ

ず
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
運
営
会
社

の
会
員
に
な
り
、
必
要
な
と
き
に
自

動
車
を
借
り
る
と
い
う
も
の
で
す
。

▼
区
民
等
の
メ
リ
ッ
ト

㈰
一
般
的
に
割
高
な
電
気
自
動
車
の

貸
出
し
利
用
料
金
を
低
減
で
き
ま

す
。

㈪
区
内
在
住
者
や
区
に
商
業
・
法
人

登
記
が
あ
る
事
業
所
の
従
業
員
が

業
務
で
使
用
す
る
場
合
、
入
会
金

が
無
料
に
な
り
ま
す
。

（注）
区
内
在
住
者
、
区
内
事
業
者
で
あ

る
証
明
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
ジ

ャ
パ
ン
株
式
会
社

1
０
１
２
０
―
２
９
２
―
１
０
５

（
受
付
時
間
９
時
〜
１８
時
）

http://w
w
w
.careco.jp

電
気
自
動
車
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

１１

次
世
代
自
動

車
の
代
表
格
、

電
気
自
動
車
と

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
は
、

新
技
術
で
Ｃ
Ｏ
排
出
量
を
大
幅
に

削
減
し
た
環
境
に
優
し
い
自
動
車

で
す
。
今
な
ら
、
エ
コ
カ
ー
減
税

や
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

電
気
自
動
車
は
、
走
行
中
の
Ｃ

Ｏ
排
出
量
が
ゼ
ロ
、
家
庭
用
の
１００

V
や
２００
V
電
源
か
ら
簡
単
に
充
電

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
区
内
に
は
、
区
役
所
の
地

下
１
階
駐
車
場
を
含
め
６
か
所
に
、

電
気
自
動
車
の
急
速
充
電
器
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
急
速
充
電
器

は
、
３０
分
で
約
８０
％
の
充
電
が
可

能
で
す
。

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

は
、
電
気
自
動
車
と
し
て
走
行
す

る
こ
と
が
で
き
、
電
気
を
使
い
切

っ
た
場
合
に
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

自
動
車
と
し
て
走
行
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

走
行
中
の
電
池
不
足
が
気
に
な

ら
ず
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
よ
り
も

燃
費
が
良
い
の
で
ガ
ソ
リ
ン
代
が

節
約
で
き
ま
す
。

今
導
入
す
る
と
、
国
・
都
・
区

の
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ

環
境
・
温
暖
化
対
策
課

普
及
啓
発
係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
３

電
気
自
動
車
・
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

電気自動車（年間9,000km走行した場合）

約１,５００kg/年

約４.３年

約８.８万円/年

約３００万円

３７.５万円

約３７.５万円

１５０万円

７５万円

ガソリン車との購入差額

国 助 成 額

都 助 成 額 ※

区 助 成 額 ※

ガ ソリン 車 に 比 べ て
増 加 す る 負 担 額 ●

燃 料 費 の 削 減 効 果 ●

回 収 年 数 ●

C O 削 減 効 果2

▼電気自動車によるコスト等試算表

※中小企業者等によるガソリン車の買い換えが助成対象です。
注１）区助成額（上限額）＝ガソリン車との購入差額の１２.５％（４０万円）
注２）試算例のため、実際の額とは異なる場合があります。
注３）助成金は、事前申請となっています。導入を検討されている方は、
　　必ず事前にご相談ください。

（Ａ）

（Ａ/Ｂ）

（Ｂ）

く

ら

し

の

安

全

安

心

・

近
年
多
発
し
て
い
る
食
中
毒

東
京
都
の
食
中
毒
発
生
速
報

（
２
月
１
日
集
計
）
に
よ
る
と
、

平
成
２１
年
、
都
内
で
は
１２６
件
の
食

中
毒
が
発
生
し
、
患
者
数
は
１
千

８３１
名
で
し
た
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
が

39
件
で
最
も
発
生
件
数
が
多
く
、

９９４
名
の
患
者
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

▼
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
の
主
症

状
は
、
吐
き
気
、
お
う
吐
、
下
痢
、

腹
痛
、
発
熱
な
ど
で
１
日
か
ら
２

日
程
度
の
潜
伏
期
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
寒
い
時
期
に
多
発
し
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
患
者
の
便
や

お
う
吐
物
に
多
量
に
含
ま
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
飛
沫ま

つ

を
吸
い
込
ん

だ
り
、
汚
染
物
か
ら
手
指
を
通
し

て
経
口
感
染
す
る
感
染
症
の
原
因

と
も
な
り
ま
す
。

予
防
に
は
、
手
洗
い
の
励
行
が

何
よ
り
重
要
で
す
。

▼
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
よ
る
食

中
毒

３５
件
２７５
名
の
患
者
が
報
告
さ
れ

て
お
り
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
に
次
い
で
多
い
で
す
。

生
や
半
生
な
ど
の
加
熱
不
十
分

な
食
肉
が
原
因
食
品
の
大
き
な
部

分
を
占
め
て
い
ま
す
。
主
な
症
状

は
下
痢
、
腹
痛
、
発
熱
、
頭
痛
な

ど
で
、
原
因
食
品
を
食
べ
て
か
ら

発
症
ま
で
１
日
か
ら
７
日
程
度
の

潜
伏
期
が
あ
り
ま
す
。
肉
類
は
十

分
に
加
熱
調
理
し
て
食
べ
る
こ
と

が
予
防
上
重
要
で
す
。

▼
食
中
毒
予
防
の
３
原
則

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
や
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
を
は
じ
め
、
多
く
の
食
中

毒
を
予
防
す
る
た
め
の
共
通
対
策

が
「
食
中
毒
予
防
の
３
原
則
」
で

す
。

①
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
食
品
に
つ
け

な
い

手
洗
い
や
調
理
器
具
の
洗
浄
消

毒
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

調
理
器
具
は
用
途
別
に
使
い
分
け

を
し
ま
し
ょ
う
。
手
洗
い
は
調
理

前
、
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
の
後
、

外
出
後
な
ど
に
、
流
水
と
手
洗
い

洗
剤
で
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
殺
す

食
品
は
十
分
に
加
熱
調
理
し
て

食
べ
ま
し
ょ
う
。
肉
類
は
中
心
部

ま
で
生
肉
の
色
が
完
全
に
な
く
な

る
よ
う
十
分
に
加
熱
し
て
食
べ
ま

し
ょ
う
。

③
菌
を
増
や
さ
な
い

冷
蔵
保
存
が
必
要
な
食
品
は
す

ぐ
に
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

生
活
衛
生
課
食
品
衛
生

担
当
1
３
２
９
１
―
３
６
４
５

町
庁
舎
生
活
衛
生
課
食
品
衛

生
担
当1

３
２
２
１
―
１
３
１
１

３
月
２９
日
（月）
か
ら
公
用
車
を
休
日
・
夜
間
に
貸
出
し

2

2

男　 １９,９０１人
（＋４７８人）

女　 ２０,４６８人
（＋３２８人）

合計　 ４０,３６９人
（＋８０６人）

選挙管理委員会事務局
1５２１１－４２６８

※（ ）内は前年比較

選挙人名簿定時
登録者数

（平成22年3月2日現在）

▼事前説明会

※４月以降の事前説明会についてはお問い合わせください。

①

②

③

④

３月２６日（金）

３月２７日（土）

１３時３０分～１４時３０分

１５時３０分～１６時３０分 区役所４階
会議室１１時～１２時

１３時～１４時

と　  き 会場
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サンキューイーワ

平
成
１８
年
４
月
に「
高
齢
者
虐
待

の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す

る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」（
高
齢
者

虐
待
防
止
法
）が
制
定
さ
れ
、
高
齢

者
虐
待
に
関
す
る
認
識
や
考
え
方
が

少
し
ず
つ
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
区
は
、
相
談
専
用
電
話

の
設
置
・
虐
待
防
止
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

の
作
成
や
配
布
を
行
う
一
方
で
「
千

代
田
区
高
齢
者
虐
待
防
止
推
進
会

議
」を
発
足
さ
せ
る
な
ど
、
高
齢
者

虐
待
防
止
に
向
け
て
積
極
的
な
取
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
先
駆
的
な

取
組
み
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、

平
成
２１
年
度「
虐
待
を
起
こ
さ
な
い
、

起
こ
ら
な
い
ま
ち
」「
高
齢
者
を
尊
ぶ

ま
ち
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に「
千
代
田
区

高
齢
者
虐
待
ゼ
ロ
の
ま
ち
」を
め
ざ

し
、
区
民
・
関
係
機
関
・
行
政
の
総
意

で
取
り
組
む「
高
齢
者
虐
待
ゼ
ロ
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
書
（
愛
称
＝

ノ
ッ
ク
）」を
ま
と
め
ま
し
た
。

「
ノ
ッ
ク
」と
い
う
言
葉
に
は
、

虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
か
ら
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン「
ノ
ッ
ク
」を
聞
き

逃
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
意

味
と
、
介
護
す
る
人
も
高
齢
者
自
身

も
、
勇
気
を
出
し
て
身
近
な
人
や
関

係
機
関
の「
相
談
」と
い
う
扉
を
、
ノ

ッ
ク
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込

め
て
い
ま
す
。

「
ノ
ッ
ク
」の
作
成
に
続
き
、
区

民
そ
れ
ぞ
れ
が
虐
待
に
気
づ
き
、
予

防
す
る
き
っ
か
け
や
参
考
資
料
に
な

る
よ
う
に「
ノ
ッ
ク
の
手
帳
」と
い
う

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
も
作
り
ま
し
た
。

区
民
一
人
ひ
と
り
の
温
か
い
手
で

広
が
る
ノ
ッ
ク
の
輪
が
「
高
齢
者
虐

待
ゼ
ロ
の
ま
ち
」を
つ
く
り
ま
す
。

▼
「
ノ
ッ
ク
」
と
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

の
配
布

○
「
高
齢
者
虐
待
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
計
画
書『
ノ
ッ
ク
』」
と

「
高
齢
者
虐
待
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く

り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク『
ノ
ッ
ク
の
手

帳
』」
は
、
情
報
コ
ー
ナ
ー（
区
役

所
２
階
）、
高
齢
介
護
課
（
区
役

所
３
階
）で
無
料
配
布
し
て
い
ま

す
。

○
６５
歳
以
上
の
区
民
に
は「
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク『
ノ
ッ
ク
の
手
帳
』」
を
３

月
末
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ

高
齢
介
護
課
相
談
係

1
５
２
１
１
―
４
２
２
６

▼「
常
に
協
力
し
、
相
談
し
合
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
虐
待
か
も
し

れ
な
い
」と
区
民
の
皆
さ
ん
が
感
じ

た
気
づ
き
を
関
係
機
関
に
つ
な
げ

て
、
問
題
が
深
刻
化
し
な
い
よ
う
に

す
る
取
組
み
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基

本
で
す
。

「
高
齢
者
虐
待
ゼ
ロ
の
ま
ち
・
千

代
田
」を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
が
自
分
の
立
場
と
役
割
を

理
解
し
、
常
に
協
力
・
相
談
し
合
え

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
困
っ
た
と
き
に
は

「
虐
待
」と
感
じ
る
ほ
ど
で
な
く

て
も
、
つ
ら
い
気
持
ち
や
、
困
っ
た

こ
と
は
専
門
機
関
に
、
ま
ず
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
相
談
し
て
も
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

介
護
で
つ
ら
い
気
持
ち
に
な
っ
た
と

き
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
不
安
な
ど

高
齢
介
護
課
相
談
係

1
５
２
１
１
―
４
２
２
６

高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
　
町

1
３
２
６
５
―
６
１
４
１

高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
神
田

1
５
２
９
７
―
２
２
５
５

認
知
症
か
も
し
れ
な
い
不
安

心
の
相
談
室（
千
代
田
保
健
所
）

1
３
２
９
１
―
３
６
５
２

お
金
や
財
産
の
こ
と
で
困
っ
た
と
き

社
会
福
祉
協
議
会

1
５
２
８
２
―
３
７
１
１

ち
よ
だ
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

1
５
２
８
２
―
３
１
０
０

「高齢者虐待ゼロのまち・千代田区」をめざして
～推進計画書「ノック」と「ハンドブック」を作成～

＊「ノック」と「ノックの手帳」
　の発行

取

組

み

内

容

＊高齢者虐待防止対応事例集の作成・発行

＊「ノック」と「ノック
　の手帳」の改訂

＊対応における課題整理

＊高齢者安心生活見守り隊
　フォローアップ研修

＊見守り隊リーダー養成研修

＊専門職リーダー養成研修 ＊施設職員を対象とした
　専門研修



（5）No. 1276 22.3.20 区役所の代表電話　3264ー2111

区
制
63
周
年
記
念
日
に
表
彰
さ
れ
た
方

千
代
田
区
は
、
昭
和
２２
年
３
月
１５
日
に
　
町
区
と
神
田
区
が
統
合
さ
れ
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
日
を
区
制
記
念
日
と
し
、
今
年
も
表
彰
式
を
行
い
、
特
別
功
労
者
２０
名
、
各
分
野
別
功
労
者
２１４

名（
団
体
を
含
む
）の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ

総
務
職
員
課
1
５
２
１
１
―
４
１
３
４

特特

別別

功功

労労

者者

池

田

清

井

上

惠

介

岩

崎

君

榮

植

村

宣

三

大

平

秀

男

女
部
田
　
光
　
子

国

光

隆

史

佐

藤

嘉

紘

澤

田

育

男

信

太

　

衛

下

川

　

衛

●

柳
　
信
三
郎

竹

内

省

介

長

塩

正

和

長
谷
川
　
末
　
子

松

浩

一

宮

坂

公

雄

宮

島

浩

二

山

本

　

坦

横
　
川
　
幸
　
吉

分分

野野

別別

功功

労労

者者

三
番
町
町
会

副
会
長
兼
婦
人
部
長

六

番

町

町

会

役

員

隼

町

町

会

婦

人

部

長

紀

尾

井

町

町

会

理

事

隼

町

町

会

副

会

長

平
河
町
一
丁
目
町
会

福
祉
部
副
部
長

麹
町
二
丁
目
町
会

福
祉
部
長

麹
町
三
丁
目
町
会

副
会
長

麹
町
出
張
所
地
区
連
合
町
会

副
会
長

紀

尾

井

町

町

会

理

事

飯

田

橋

町

会

監

事

九
段
二
丁
目
町
会

理
事

富
士
見
二
丁
目
町
会

副
会
長

九
段
三
丁
目
町
会

副
会
長
・
総
務
部
長

九
段
四
丁
目
町
会

保
健
部
長

元

飯

田

町

町

会

会

長

富
士
見
一
丁
目
町
会

副
会
長

九
段
南
北
一
丁
目
町
会

副
会
長

一
神
町
会

副
会
長
兼
婦
人
部
長

神
保
町
三
丁
目
町
会

副
会
長

青

山

芳

惠

石
　
井
　
み
さ
子

岩

澤

勝

子

大

谷

和

彦

元

田

順

子

古

村

和

夫

鈴

木

信

子

鈴

木

光

代

根
　
岸
　
喜
美
雄

横

山

義

文

和

田

一

男

岩

田

啓

佑

宇

野

房

惠

大

下

一

美

小

林

一

男

澁

木

許

晴

室
　
橋
　
幸
三
郎

室
　
橋
　
信
太
郎

渡
　
邊
　
潤
一
郎

秋

山

幸

惠

新

井

清

司

三
崎
町
一
丁
目
町
会

文
化
・
厚
生
部
長

神
田
猿
楽
町
町
会

監
事

一

神

町

会

副

会

長

神
田
猿
楽
町
町
会

監
事

北

神

町

会

会

計

部

長

西
神
田
三
丁
目
町
会

副
会
長

神
田
猿
楽
町
町
会

婦
人
部
副
部
長

神
保
町
三
丁
目
町
会

会
長

西
神
田
町
会

防
火
・
防
犯
部
長

北
神
町
会

副
会
長
兼
婦
人
部
長

西

神

田

町

会

副

会

長

神
田
三
崎
町
町
会

文
化
部
長

神
田
三
崎
町
町
会

婦
人
部
副
部
長

三
崎
町
一
丁
目
町
会

会
計
部
長

一
神
町
会

副
会
長
兼
会
計
部
長

西
神
田
三
丁
目
町
会

会
計

神
田
三
崎
町
町
会

会
計
副
部
長

司

一

町

会

理

事

司

一

町

会

理

事

神
田
鍛
冶
三
会
町
会

青
年
部
長

伊

沢

秀

春

石

毛

愼

一

石

●

和

男

小
野
寺
　
貞
　
治

金

子

宏

則

齊

藤

行

雄

澤

田

昌

美

菅

谷

晋

治

塚

谷

卓

二

●

原

義

信

中
　
島
　
美
佐
子

西
　
秋
　
　
　
稔

西
　
角
　
ス
ミ
江

幅
　
　
　
和
　
弘

星
　
野
　
た
か
江

松

橋

英

光

真

弓

政

久

吉

田

盛

明

渡

邊

幸

男

入

山

雅

恵

大

関

一

江

大

塚

隆

康

角

田

敏

之

内
神
田
旭
町
々
会

常
任
理
事

小
川
町
三
丁
目
西
町
会

会
計
監
査

司
町
二
丁
目
町
会

常
任
理
事

内
神
田
鎌
倉
町
会

納
税
貯
蓄
部
長

司
町
二
丁
目
町
会

常
任
理
事

内
神
田
旭
町
々
会

環
境
衛
生
部
部
長

神
田
鍛
冶
三
会
町
会

副
会
長

司
町
二
丁
目
町
会
婦
人
部
　
副
部
長

内
神
田
鎌
倉
町
会

副
会
長

司

一

町

会

理

事

神
田
鍛
冶
三
会
町
会

衛
生
部
長

神
田
五
軒
町
々
会

会
長

外
神
田
四
丁
目
松
富
会

会
長

須
田
町
中
部
町
会

副
会
長

神
田
末
広
町
会

副
会
長

神
田
末
広
町
会

総
務
部
長

外
神
田
一
丁
目
万
世
橋
町
会

副
会
長

須
田
町
一
丁
目
南
部
町
会

副
会
長

神

田

同

朋

町

会

会

計

北

乗

物

町

町

会

会

長

秋
葉
原
東
部
町
会
連
合
会

会
長

紺
屋
町
北
部
町
会

監
事

紺
屋
町
北
部
町
会

副
会
長
・
防
災
部
長

北

乗

物

町

町

会

監

事

東
神
田
三
丁
目
町
会

会
計
部
長

富
山
町
町
会

副
会
長
・
防
犯
部
長

鍛
冶
町
二
丁
目
町
会

衛
生
部
長

鍛
冶
町
二
丁
目
町
会

副
会
長
・
会
計
部
長

神
田
佐
久
二
平
河
町
会

会
長

紺
屋
町
北
部
町
会

副
会
長
・
会
計

鍛
冶
町
一
丁
目
町
会

防
犯
部
長

東
神
田
三
丁
目
町
会

副
会
長

東
神
田
三
丁
目
町
会

衛
生
防
疫
部
長

北
乗
物
町
町
会

交
通
部
長

加

藤

博

政

金

岡

伸

治

菊

池

明

美

栗

原

禎

三

小

實

明

義

鈴

木

み

つ

高

遠

和

則

細

野

妙

子

村

瀬

幸

子

茂
　
原
　
登
志
枝

森

山

　

茂

石

田

勝

彦

植

竹

　

宏

大

熊

基

一

狩

野

光

男

黒

澤

由

行

長

野

平

一

藤

原
　
健
一
郎

若
　
松
　
千
惠
子

池

田

和

夫

井

出

武

甫

井

上

道

三

榎

本

正

一

小

川

久

道

金

子

賢

一

●

阪

善

久

越

川

重

雄

小

林

忠

義

小

林

洋

一

笹

原

本

行

桟
　
敷
　
正
一
朗

佐

原

藤

雄

鈴

木

徳

宏

●

橋

健

一

東
神
田
三
丁
目
町
会

交
通
部
長

東
神
田
三
丁
目
町
会

事
業
部
長

東
神
田
豊
島
町
会

交
通
部
長

神
田
佐
久
二
平
河
町
会

会
計

神
田
佐
久
二
平
河
町
会

庶
務

鍛
冶
町
二
丁
目
町
会

防
犯
部
長

神
田
松
永
町
町
会

副
会
長
・
交
通
部
長

東
松
下
町
町
会

環
境
・
衛
生
・
福
祉
部
長

北
乗
物
町
町
会

副
会
長

お
茶
の
水
小
学
校

歯
科
医

お
茶
の
水
幼
稚
園

歯
科
医

富
士
見
小
学
校

眼
科
医

番

町

小

学

校

薬

剤

師

九
段
中
等
教
育
学
校

歯
科
医

麹

町

小

学

校

薬

剤

師

千
代
田
区
少
年
野
球
連
盟

理
事

千
代
田
区
狩
猟
連
盟

監
査

千
代
田
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
常
任
理
事

千
代
田
区
テ
ニ
ス
協
会

理
事

千
代
田
区
少
年
野
球
連
盟

理
事

千
代
田
区
卓
球
連
盟

常
任
理
事

千
代
田
区
柔
道
会

指
導
副
部
長

千
代
田
区
剣
道
連
盟

常
任
理
事

千
代
田
区
弓
道
連
盟

理
事

千
代
田
区
空
手
道
連
盟

副
会
長

千
代
田
区
軟
式
野
球
連
盟

理
事

青
少
年
委
員
会

副
会
長

千
代
田
区
海
洋
少
年
団
団
役
員
（
監
査
）

千
代
田
区
少
年
少
女
指
導
者
協
議
会
運
営
委
員

千
代
田
区
少
年
少
女
指
導
者
協
議
会
監
事

千
代
田
区
海
洋
少
年
団
副
団
長
（
団
長
代
行
）

青
少
年
委
員
会

副
会
長

●

山

英

樹

建

部

圭

司

辻

　

八

郎

長

江

誠

一

永

島

　

勤

平

出

　

修

平

野

好

邦

山
　
崎
　
�
　
誠

山

田

靖

司

若

月

順

一

伊

東

祐

博

今
　
村
　
昭
二
郎

大

島

　

剛

荻

村

武

弘

柴
　
山
　
謹
一
郎

新

庄

恵

子

井

上

雅

仁

大

塚

克

美

大

湯

賢

子

岡

本

雅

彦

小

野

雄

大

庄

司

正

彦

中
　
嶋
　
和
三
郎

廣
　
田
　
勇
　
夫

古

山

　

繁

増

田

一

郎

松

本

　

弘

皇
宮
警
察
本
部
弓
道
部

小
野
寺
　
健
　
志

加
　
藤
　
浩
　
司

北
　
澤
　
日
出
夫

小
　
林
　
喜
久
江

清

水

宏

祐

伴

井

真

希

中

川

喜

雄

宮

澤

藤

男

千
代
田
区
文
化
財
保
護
調
査
員

学
校
法
人
伊
東
学
園

理
事
長

上
智
社
会
福
祉
専
門
学
校

校
長

秋
葉
原
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

東
京
都
電
気
機
器
販
売
協
同
組
合
理
事

一
般
社
団
法
人
ゆ
と
り
ち
よ
だ

理
事

一
般
社
団
法
人
ゆ
と
り
ち
よ
だ

副
理
事
長

東
京
都
書
店
商
業
組
合
千
代
田
支
部
　
監
事

東
京
都
電
気
機
器
販
売
協
同
組
合
　
理
事

神
保
町
地
区
長
寿
会

役
員

民

生

・

児

童

委

員

保

護

司

千
代
田
区
障
害
者
共
助
会

監
事

青
少
年
対
策
万
世
橋
地
区
委
員
会

会
長

介

護

認

定

審

査

会

委

員

介

護

認

定

審

査

会

委

員

千
代
田
区
知
的
障
害
者
相
談
員

民

生

・

児

童

委

員

保

護

司

保

護

司

更
生
保
護
女
性
会

副
会
長

千
代
田
区
障
害
者
共
助
会
肢
体
障
害
部
評
議
員

民

生

・

児

童

委

員

神
保
町
地
区
長
寿
会

会
計

神
田
公
園
地
区
長
寿
会

副
会
長

神
田
公
園
地
区
長
寿
会

渉
外
理
事

保

護

司

万
世
呉
竹
会

会
計
理
事

麹

町

長

寿

会

役

員

更
生
保
護
女
性
会

副
会
長

民

生

・

児

童

委

員

更
生
保
護
女
性
会

副
会
長

保

護

司

千
代
田
区
学
習
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

木

内

武

郷

伊

東

政

信

喜

田

　

勲

岡

山

勝

之

河

合

洋

右

川

又

利

政

向

後

　

勇

澤

田

喬

史

●

橋

信

雄

吉

葉

英

世

浅

井

田

郎

浅

賀

和

世

池

田

憲

泰

石

塚

金

重

岩

野

　

博

岡
　
島
　
日
出
子

奥

村

静

子

蒲

生

好

永

窪

田

憲

子

後

藤

寛

子

小

林

泰

夫

小

林

由

美

佐

藤

英

子

佐

藤

祐

子

篠

原

フ

ク

杉
　
浦
　
規
予
子

関
　
根
　
か
つ
み

相

馬

　

瞳

寶

田

至

子

鳥

海

久

子

長
谷
川
　
文
　
江

菱
　
山
　
志
摩
子

平
　
井
　
キ
ミ
子

藤

田

義

一

千
代
田
区
身
体
障
害
者
相
談
員

民

生

・

児

童

委

員

富
士
見
地
区
富
久
寿
会

理
事(

総
務
）

民

生

・

児

童

委

員

介

護

認

定

審

査

会

委

員

麹

町

長

寿

会

監

査

役

町

会

町

会

マ

ン

シ

ョ

ン

管

理

組

合

マ

ン

シ

ョ

ン

管

理

組

合

投

票

立

会

人

投

票

立

会

人

投

票

立

会

人

投

票

立

会

人

投
票
管
理
者
・
投
票
立
会
人

明

る

い

選

挙

推

進

委

員

投
票
管
理
者
・
投
票
立
会
人

投

票

立

会

人

明

る

い

選

挙

推

進

委

員

明

る

い

選

挙

推

進

委

員

明

る

い

選

挙

推

進

委

員

投
票
管
理
者
・
投
票
立
会
人

明

る

い

選

挙

推

進

委

員

統

計

調

査

員

麹
町
青
色
申
告
会

理
事

東
京
税
理
士
会

本
会
理
事

麹
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
監
事

神
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

理
事

●
神
田
青
色
申
告
会

理
事

東
京
税
理
士
会
神
田
支
部

副
支
部
長

神

田

医

師

会

理

事

丸
の
内
歯
科
医
師
会

理
事

千
代
田
区
医
師
会

副
会
長

千
代
田
食
品
衛
生
協
会

常
任
理
事

公
害
保
健
事
業
音
楽
療
法
士

麹
町
歯
科
医
師
会

理
事

千
代
田
区
公
害
健
康
被
害
認
定
審
査
会

委
員

千
代
田
食
品
衛
生
協
会

常
任
理
事

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

団

体

麹
町
消
防
団
第
３
分
団

班
長

麹
町
消
防
団
第
２
分
団

班
長

丸
の
内
消
防
団
第
１
分
団

部
長

麹
町
消
防
団
第
３
分
団

班
長

丸
の
内
消
防
団
第
２
分
団

部
長

神
田
消
防
団
第
２
分
団

班
長

神
田
消
防
団
第
２
分
団

分
団
長

神
田
消
防
団
第
３
分
団

団
員

丸
の
内
消
防
団
第
２
分
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ご意見をお待ちしています

切り取り線

千代田区地球温暖化対策地域推進計画（素案）
～３月２０日(土)から４月２日(金)まで募集～

○を付けてください
在住者　　　在勤者　　　在学者　　　　その他　　　

性別　　男 ・ 女　　　　　　年齢　　　　　歳代　

※ファクシミリまたはＥメールでお寄せください。

※計画の素案は、出張所、情報コーナー（区役所2階）、環境・温暖化対策課（区役所

5階）の窓口のほか、区のホームページにも掲載しています。

http://www.city.chiyoda.lg.jp/service/00116/d0011655.html

問合せ　 環境・温暖化対策課企画調査係　

63264－8956 15211－4255        kankyou-ondanka@city.chiyoda.lg.jp 

区は、区民や事業者など区に関わるすべての人と一緒に温暖化対策に取り組みます

区民の役割・期待される取組み

★日常生活での行動が、地球温暖化の原因になっていることを理解する。
★エネルギーや資源を大量に消費するライフスタイルを見直し、ＣＯ2の排出
を減らす行動を実践する。
★自動車や家電製品の買替え、住宅の新築・改築時に、温暖化防止につな
がる技術や製品を導入する。
★国や都、区が実施する温暖化対策に、積極的に協力する。

事業者の役割・期待される取組み

国や他の組織との連携 専門人材の活用

★通常の事業活動が環境に負荷を与えていることを従業者も含めて理解す
る。

★自らの事業活動に伴うＣＯ2排出量を把握する。
★温暖化防止につながる技術や対策を事業活動に取り入れる。
★工場・事業場、オフィスビルで再生可能エネルギー等を導入する。
★オフィスで省エネルギー・省資源等の取組みを実践する。
★温暖化防止に関する自主的な行動計画の策定や、温暖化対策の側面から
事業の点検・評価を行う体制整備に取り組む。

★環境報告書などで、温暖化対策の実施状況やその成果について公表する。
★国や都、区が実施する温暖化対策に、積極的に協力する。

温暖化対策は、国や都の制度との整合や調
整が必要なもの、区内の取組みだけでは効果
があまり発揮されないものもあります。
そこで、国や都、近隣区、関係団体などと
積極的に連携し、温暖化対策を効率的に進め、
対策効果を高めます。

温暖化対策を効果的、継続的に運営してい
くためには、専門知識や技術を持った方々と
協力し、科学的および技術的な知見や根拠に
基づいて進めていくことが必要です。
そのため、専門知識を持つ人材の活用、新

技術の情報収集、基礎的なデータの収集など
を行ないます。

温暖化対策を推進する仕組みをつくります
(仮称) サポートセンターの設置※
省エネの総合相談窓口として、区民・事業者に対する温暖化対策

の技術的なアドバイスや、省エネ機器等の導入に向けた専門的な助
言などを行います。

（仮称）評価委員会の設置※
区の温暖化対策が着実に実行され、効果が発揮されているかど

うかを、区民や専門家等が定期的に点検・評価し、改善などの提
言を行います。

基金制度の創設※
景気変動に左右されることなく、継続的、安定的に温暖化対策

を進めるために基金の創設を目指します。
基金は、区民や中小事業者等の温暖化対策に関する経済的支援

に活用します。

※具体的な制度設計等にあたっては、区民等関係者と協議を行っていきます。

ＣＥＳ（千代田エコシステム）※の普及啓発
区に関わるすべての人々が簡単に取り組める、千代田区独自の環

境マネジメントシステム「ＣＥＳ（千代田エコシステム）」の普及啓発
により、区民や事業者の環境配慮行動を促進します。

CES（千代田エコシステム）※
ISO１４００１をより簡易にした環境マネジメントシステムのことで、計
画（Plan）→実行（Do）→点検（Check）→見直し（Action）のサイクル
により継続的な改善を図る仕組みです。
規模に応じて、クラスⅠ（個人）・クラスⅡ（個人事業主）・クラスⅢ

（事業所）の３つに分類されています。
２００８年（平成２０年）４月、CESを普及啓発するため、区民、事業者、大
学、団体、区などが集まり、CES推進協議会を設立しました。

私たちは何をすればいいのかな？

もっとわかりやすくしてほしい。

今後、区はこの計画に基づき、
さらに具体的な行動や建物対
策などの指針をつくります。

クラスⅠ

クラスⅡ クラスⅢ

個人（住民、通勤・ 
通学してくる人など）

事業所（企業や学校・病院・ 
各種団体など）

個人事業主
（商店など）

４月２日(金)までにファクシミリまたはＥメール
（下記意見シート参照）で環境・温暖化対策課へ。

6３２６４－８９５６1５２１１－４２５５
kankyou-ondanka@city.chiyoda.lg.jp

※ファクシミリで提出される場合は、下記の意見シ
ートを切り取ってお送りください。
※計画の素案は、出張所、情報コーナー（区役所２
階）、環境・温暖化対策課（区役所５階）の窓口の
ほか、区のホームページにも掲載しています。
http://www.city.chiyoda.lg.jp/service/００１１６/

d００１１６５５.html

意見の提出方法

シーイーエス
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千代田区地球温暖化対策地域推進計画（素案）

地球温暖化対策地域推進計画とは

千代田区のＣＯ2（二酸化炭素）排出量

千代田区地球温暖化対策条例※（２００７年（平成１９年）１２月制定）の目標達成に向けて、区が区民・事業者の皆さまとともに取り組む計画です。

千代田区地球温暖化対策条例※ 区に関わるすべての人々が将来にわたり、よ
り健康で快適な生活を送れるようにするとともに、地球全体の環境保全に貢献す
ることを目的として制定しました。地方自治体で初の対策目標も定めています。

２０２０年度までに区内のＣＯ２排出量を１９９０年度比マイナス２５％

地球温暖化とは 地球全体の平均気温が上昇する現象のことで、その影響は異常

気象・自然災害など広範囲におよぶおそれがあるといわれています。主な原因は、
化石燃料（石炭、石油など）の大量消費により排出されるＣＯ２や、メタンなどの温

室効果ガスの大気中の濃度が増加したことによるといわれています。

現状は 日本を代表する大企業や官公庁などが集まる千代田区では、活

発な事業活動が日々営まれており、オフィス等の業務部門による電力使
用から膨大な量のＣＯ２が排出されています。

将来は 高度に業務機能が集積した千代田区で、このまま何の対策も講

じなければ、２０２０年には１９９０年比で３３％増加すると推定されています。
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33％増加CO2排出量の推計

エネルギー源別内訳部門別内訳

33％も
増加するのか！都市ガス

14％

産業部門 3％

家庭部門 4％

運輸部門
20％

電力 69％業務部門 
73％

石油・石炭
17％

2005年度CO2排出量73％は活発な事
業活動を行う業
務部門から排出
されていて、69
％は電力消費が
原因なんだね！

何の対策も講じなければ

目標に向けた４つの方針と主な施策

方針1 温暖化配慮行動を行う「人づくり」を推進
区は、約４７,０００人の住民に対し、昼間人口が約８５０,０００人という全国でも類

を見ない地域特性を有しています。そのため、住民だけでなく、昼間に区内で
活動する人々へも環境に配慮する行動を促します。

方針2 建物のエネルギー対策を推進
区には非常に多くの既築建物が存在し、その数は約１２,０００棟といわれてい

ます。一方で、今後も新築建物の建設が見込まれます。そのため、こうした
既築や新築建物のエネルギー対策を推進します。

《主な施策》
■温暖化配慮行動計画書制度の導入
区民や事業者が自ら目標を掲げ、計画的に取組みを行うことを促す制度です。

優良な取組みを行った方々を表彰します。
■行動の「見える化」を推進
日常生活や事業活動におけるCO2排出量を「見える化（視覚化）」することで、

省エネにつながる行動を促します。
■情報提供の充実
さまざまな機会を通じて、温暖化対策に関する施策や家庭やオフィスなどでの

効果的な省エネの取組みなどの情報提供を行います。
■環境教育の実施
環境に関する学習の機会を提供します。

方針3 まちづくりの機会と場を活かした面的対策を推進
区は、業務の集積が進んだ地域であり、エネルギー利用も高密度化して

います。そのため、エリア（面）でのエネルギー利用の効率化により、大幅
なエネルギー削減を図ります。

《主な施策》
■地域冷暖房※の高効率化
区内の地域冷暖房施設の更新時に、

熱源設備の高効率化や導管延長等で
供給エリアの拡大を図ります。
■緑化等の推進
緑化等のヒートアイランド対策を

推進するとともに、低公害車の導入
促進や自転車の活用等など、地域交
通対策を推進します。
■温暖化対策促進地域の指定
再開発地域など、エリア全体で対

策を行うことが効果的な地域を指定
して、集中的な温暖化対策を実施し
ます。

《主な施策》
■グリーンストック作戦（既築建物の省エネ化）
既築建物の省エネ診断を実施して、建物の省エネための運用改善や設備改修を

推進します。
■建築物環境計画書制度の導入
新築・増改築を行う建築主に設計施工の段階で省エネ対策を講じてもらい、区

内の建物のエネルギー対策を推進します。

方針4 地域連携による低炭素化を推進
豊かな自然資源を活かした地方都市での再生可能エネルギーや、未利用エ

ネルギー導入事業などを区内の事業者へ紹介し、自治体間での連携を図りな
がら、地方の活性化と区の低炭素化を推進します。

《主な施策》
■地方の未利用エネルギー、再生可能エネルギーの活用
地方都市の風力発電事業や森林整備事業などと協働して、地方の活性化と区の

低炭素化を図ります。

地域冷暖房※
地域内の建物に対し、まとめて冷暖

房や給湯を行うシステムで、それぞ
れの建物で個別に行なうよりも効率
的です。区内には11施設あります。

エネルギー起源のCO２※
燃料の燃焼により発生するCO2です。灯油やガス等の消費だけでなく、

化石燃料により得られた電気等を含む場合には、それらの消費も間接的な
排出につながります。温室効果ガスの中でもCO

2
の割合が圧倒的に多いた

め、メタンガスなどその他のガスはすべてCO2で換算されています。

地域推進計画の考え方（3つの柱）

① エネルギー起源のＣＯ2※排出量を総量で抑制します

② 温暖化対策の推進体制を整備し、施策を実現します

③ 地域の特性にあった施策を提示します

意見をお寄せください

平成２１年１月、千代田区は国の「環境モデル都市」に選定され、積極的に温暖化対策に取り組んでいます。このたび区は、さらに地域
特性を活

い

かした独自の対策を進め、将来世代に良好な地球環境を引き継ぐため「千代田区地球温暖化地域推進計画(素案)」を作成しました。
この計画へのご意見をお寄せください。 問合せ 環境・温暖化対策課1５２１１－４２５５



No. 1276 22.3.20（8）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

「がんに関する基礎知識のあれこ
れ」
がんは日本人の死亡原因の第1位

です。正しい知識を持てば、予防
や早期発見が可能です。日本人に
多いがんの種類や対処法など、地
域サロン会で学習します。
とき ３月２５日（木）午後２時～３時１５分
会場 いきいきプラザ一番町２階
多目的室（一番町１２）
対象 関心のある方３０名（申込順）
講師 服部千代美さん(看護師)
申込み 前日までに電話またはフ
ァクシミリ（１１面参照）で高齢者あ
んしんセンター　町（一番町１２1

３２６５－６１４１6３２６５－
６１３８）へ。

自炊ができない程度の高齢者の
共同食堂・共同浴室付き住まいで、
利用できるサービスは、食事の提
供（１日３食）、浴室の準備・提供、
生活相談です。
２人用居室（３６.１m２）を３月３１日（水）

まで募集します。
対象 区内に1年以上在住の６０歳以
上で、次のすべてに該当する方
・家族等による援助が困難な方
・利用料が負担可能で、保証人を
立てられる方
・夫婦または２親等以内の親族の
方（兄弟姉妹等）
利用料 居住に要する費用＋サー
ビスに要する費用＋生活費（食事代
を含む）、所得により１９６,６２０円～
３６６,６２０円

※個人使用の光熱水費・日常生活
費等は、別途自己負担。
申込みに必要な書類
・ケアハウス利用申込書
・住民票（３か月以内に発行）
・入居者本人の収入等証明書類
・医療証明書
※ケアハウスでは介護を提供しな
いため、入居後、軽度の介助が必
要になったときは、個人負担で外
部の介護サービスを利用していた
だきます。
申込書の配布・申込み 岩本町ほ
ほえみプラザ（〒１０１－００３２岩本町
２－１５－３1５８２５－３４０７
6５８２５－３４０８〈午前１０時
～午後５時〉）

ひざや腰にかかる負担が少ない
プールで無理なく体を動かし、心
身共にリラックスしてみませんか。
とき ４月１７日～６月５日の毎週土
曜（全８回）午前１０時３０分～１１時
３０分（１０時受付）
会場 いきいきプラザ一番町８階
温水プール（一番町１２）
対象 ６０歳・７０歳代の健康な方２５名
（申込順）
内容 水中でのリラクゼーショ
ン・歩行・エクササイズ　
講師 千葉紘一（ちばこういち）さ
ん（千代田区水泳連盟）
参加費 区内在住者１,５００円／その
他の方５,０００円
申込み ４月１３日（火）までに電話ま
たは直接いきいきプラザ一番町１
階総合受付へ。
※事前に当館医師による健康チェッ

クを受けていただきます。受診料は
無料です。受診日は毎週火曜の午
後１時３０分～３時３０分。申込みの際
に、受診希望日を申し出てください。
※健診来館時に住所を確認できる
ものをお持ちになって、いきいき
プラザ一番町１階総合受付で、参
加費をお支払いください。
問合せ いきいきプラザ一番町

1３２６５－６３１１
6３２６５－６３１７

６５歳以上の高齢者がいる区内の全
世帯へ平成２２年度版「高齢者サー
ビスのしおり｣を３月下旬にお届け
します。高齢者の方々へのさまざ
まなサービスや相談窓口の紹介な
どを掲載しています。

高齢介護課管理係
1５２１１－４２２３

▲美容ストレッチ講座（高齢者センター）

千代田 
保健所 

　　町 
庁　舎 

 

保健ガイド（予約制） 
 と　　き 実施場所 

 

 

 事 業 名 ・ 対 象 な ど  

 

 

 

千代田保健所  1３２９１－３６４１　6３２９１－３６５０ 
問合せ 

４/２（金）・９（金）・１６（金）・２３（金） 
午前９時３０分～午後２時３０分 
 

一般精神デイケア  
　区内在住で心の病気のある方 

機能訓練  
　要介護認定を受けていない２０歳 
　以上の区内在住で身体の機能維 
　持・回復を必要としている方 

 

難病リハビリ教室（相談・指導） ４/２８（水）午後１時３０分～３時 

在宅療養者訪問指導 
（保健師・理学療法士） 随時実施 

４/７（水）・１４（水）・２１（水）・２８（水） 
午前９時３０分～１１時 
午後１時３０分～３時 
※２８（水）は午前のみ  

新しい講習会が目白押しです。
電話での申込みはできません。
対象 ６０歳以上の区内在住者／表
の①のみ、５０歳以上の区内在住者
会場 特に記載のないものは高齢
者センターで開催（表下参照）
申込み ３月２７日（土）までに、往復
ハガキ（消印有効）（１１面参照）に受

講希望科目を記入し、郵送または
ハガキをお持ちの上、直接高齢者
センター（〒１０１－００５１神田神保町
２－２０1３２６５－３９８１）へ。
※科目は1人いくつでも１枚のハガ
キで申し込めます（抽選）。
※４/６(火)までに返信がない場合は、
お問い合わせください。

高齢者センター
春からはじめる講習会

ケアハウスいわもと
２人用居室入居者を募集

地域サロン会

シニアのための水中エクササイズ
とリラクゼーション参加者募集

高齢者サービスのしおり
平成２２年度版をお届けします

科　目 時間 参加費 回数 定員 開始日 曜日 

 

 

１,０００円 

 

  

午後１時３０分 
　　　　　～３時 

午後１時～２時 

午前９時～ 
  午後０時３０分 

午前１０時３０分 
　　　　～正午 

午前１０時３０分 
　　　　～正午 

午前１０時 
　　　　～正午 

午後２時 
　　～３時３０分 

午後１時３０分 
            ～３時 

午後１時３０分 
           ～３時 

午後１時３０分 
     ～２時３０分 

午前１０時３０分 
     ～午後1時 

４月２４日 

４月２７日 

４月１２日 

４月２３日 

土曜 

火曜 

金曜 

４月１３日 

４月２６日 

６月３日 

火曜 

木曜 

月曜 

５月１５日 

５月２０日 

４月１６日 

４月２４日 

４月２１日 

土曜 

木曜 

金曜 

土曜 

水曜 

月曜 

①野末陳平と楽しむ 
　～中国名言の旅～ 

②司馬遼太郎の歩いた道
　～その紀行と思索～ 

③午後の体と脳のトレ
　ーニング 

④ 初 めて の 水 墨 画  

⑥野草と木の花探検　
　～国立自然教育園編～ 

⑦楽しく健康歩き講習
　会 

⑧実践リフォーム講座 

⑨男のそば打ち道場 

⑩　町絵手紙講習会 

⑪神田公園唱歌講習会 

⑫万世橋毛筆書道講習
　会 

５００円 
 

※⑩は一番町集会室（一番町１０）、⑪はスポーツセンター（内神田２－１－８）、⑫は万世 
　橋区民会館（外神田１－１－１１）で開催します。 
※参加費に＊があるものは、参加費以外に実費がかかります。 

３０名 

５０名 

全６回 

全８回 

３００円 ２０名 全１１回 

２００円＊ １５名 全７回 

２,４００円 

２０名 

１５名 

１６名 

全１回 

全５回 

午前９時３０分 
　　　　～正午 

⑤野草と木の花探検　
　～皇居東御苑編～ ３５０円＊ 

３５０円＊ 

３０名 全４回 ５００円 

５００円＊ 

３００円 

８名 全２回 

全１１回 

２０名 

若干名 

１００円＊ 全１１回 

全２２回 

２,０００円 

２０名 全１回 

 

会　　場 と　　　き 毎週 

いきいきプラザ一番町（一番町１２） 

岩本町ほほえみプラザ（岩本町２－１５－３） 

高齢者センター（神田神保町２－２０） 

神田公園区民館（神田司町２－２） 

ちよだパークサイドプラザ７階会議室（神田和泉町１） 

富士見あんず館談話室（富士見１－１１－８） 

神田児童館（外神田３－４－７昌平童夢館５階） 

４/６・１３・２０・２７ 午前１０時～正午 

４/１・５・８・１２ ・１９・２６ 午前１０時～正午 

４/７・１４・２１・２８  午前１０時～正午  

４/７・１４・２１・２８ 午後1時３０分～３時３０分 

４/１５・２２ 午前１０時～正午 
※４/１・８の会場は、かんだ連雀 

４/１・８・１５・２２ 午後1時３０分～３時３０分 

４/２・１６ 午後1時３０分～３時３０分 

４/９・２３ 午後1時３０分～３時３０分 

４/５・１２ ・１９・２６ 午後２時～４時 

４/６・１３・２０・２７ 午後1時３０分～３時３０分 

富士見区民館 （富士見１－６－７） 

かんだ連雀 （神田淡路町２－８－１） 

　町区民館 （　町２－８） 

 

火 

火 

水 

水 

木 

木 

第１・３ 
金 

第２・４ 
金 

月 

月 

高齢介護課介護予防係　1５２１１－４２２２ 
※当日直接会場へ。 シルバートレーニングスタジオ 

 

 

 

と　き 内容 定員・参加費会場および集合場所

昼食会７月２０日（火）
午前１1時２０分集合

かんだ連雀はあとサロン
（神田淡路町２－８－１）

ハワイアン
ダンスショー

７月２４日（土）
午後２時～

１０名
無料

ジロールはあとサロン
（神田佐久間町３－１６－６）

囲碁交流会４月１２日（月）
午前１０時３０分～

８名
無料

１０名
１,０００円

４月１９日（月）
午後２時～

三崎町ふれあいサロン
（三崎町３－１－１７）

中国楽器の演奏会 １０名
２００円

一番町はあとサロン
（一番町１２）

※各サロンは週２日～５日開室しています。４月から開室日が変更になります。詳しくは、お問い
　合わせください。このほかにもいろいろなプログラムを用意しています。

はあとサロン
高齢者が気軽に立ち寄れる交流スペースです。

対象　６０歳以上の区内在住者（申込順）　
申込み　前日までに、各サロンへ直接申し込むか
　電話またはファクシミリ（１１面参照）で社会福祉
　協議会（1５２８２－３７１１6５２８２－３７１８）へ。　



マミーズマジック
絵本・おもちゃを貸し出します。保護

者向け本もあります。９時３０分～１７時

マミーズガーデン
保育園の庭に遊びに来ませんか。１３

時３０分～１５時
―いずれも―

毎週月曜～金曜、未就園児の親子、
四番町１１1３２３４－２２６９

■春休みワクワクデー
どなたでも参加できます。当日直接

会場へ。
ドッジボールをしよう
３月２６日（金）～３１日（水）（３/２８（日）を除く）

１４時～１５時

（9）No. 1276 22.3.20 区役所の代表電話　3264ー2111

ダンスダンスレボリューションをしよ
う
３月２９日（月）１４時～１６時

怪傑200面相の挑戦状（なぞときラリ
ー）
３月３０日（火）１３時～１４時

―いずれも―
外神田３－４－７1３２５３－６０２１

いろいろな鬼ごっこや、ドッジボー

ルなど、体を動かしながら仲良く遊び
ます。
５月２６日～６月３０日の毎週水曜（全６

回）１５時４５分～１６時４５分、スポーツ
センター、小学生３０名(抽選)、指導＝
河井美佳さん(ミズノグループ専属イ
ンストラクター)、参加費＝２,０００円、
４月２８日(水)（必着）までに往復ハガキ
(１１面参照・1人1枚)に性別と学年を記
入しスポーツセンター(〒１０１－００４７内
神田２－１－８1３２５６－８４４４)へ。

４/２０（火）１５時３０分～１６時３０分

健康ちぇっく（予約制）
 と　　き 実施場所 事 業 名 ・ 対 象 な ど

随時受付９時～１７時

　

食べ方相談室
　区内在住の乳幼児の保護者
・食事に時間がかかる、丸飲みする、好
　き嫌いが多い、口にためて飲み込まな
　いなど、子どもの食べ方に関する相談

栄養相談
　生活習慣病の予防と改善、離乳食など食
　事に関する相談

４/７（水）・１４（水）・２１（水）
１３時３０分～１６時

土曜まま・ぱぱ学級
　主に初妊婦（妊娠中期）とその家族

千代田
保健所

千代田保健所  1３２９１－３６４１　6３２９１－３６５０
問合せ

　　町
庁　舎

歯科保健相談（歯科健診）
　区内在住の乳幼児・学童・妊産婦の方
※歯科検診やむし歯予防のためのフッカ
　物塗布などを行います。

ビーバー教室
　区内在住の１２か月児とその保護者
・離乳完了期のお口の機能に合わせた食
　べ方やむし歯予防のポイント

４/９（金）１４時～１５時３０分

もぐもぐ教室
　区内在住の６か月児と保護者
・食べ方の発達や離乳食に関する講習会、
　予約不要（対象者には通知します）

４/２０（火）１３時３０分～１５時

４/８（木）９時～１１時
４/２２（木）１３時～１６時

アレルギー相談
　０歳～１５歳のアレルギー相談 ４/６（火）１４時３０分～１５時

４/１０（土）９時～１１時
４/２８（水）１３時～１６時

診療時間：午前９時～午後１０時■内科・小児科■

山 岡 ク リ ニ ッ ク ３２６４－５１６０ 　町４－３　　町冨士ビル２F

市 ケ谷駅前診療所 ３２３４－５０２１

　 町 ク リ ニ ッ ク ３２３８－７６５４ 　町３－４－７　啓ビル５F

五番町２　横山ビル１F

ふ た ば クリニック ６２６８－９６２０

滝 医 院 ３２６４－３１０１ 九段南４－３－１

4月の休日応急診療当番医等

■歯科■ 診療時間：午前９時～午後５時

■調剤薬局■ 営業時間：午前９時～午後５時

１１日４

１１日４

１１日４

２５日

２５日

２５日

１１日

１１日

１１日

１８日

１８日

１８日

２９日

２９日

２９日
池 田 薬 局 ３２６５－００５１ 九段南４－６－１

ゆりの木薬局お茶の水店 ５２８２－８１１３ 神田駿河台２－１０－２

内神田３－１３－２  松尾ビル４F神田Ａ＆Ｍデンタルクリニック ３２５４－４９３８

内神田２－１１－４　金子ビル２F伊藤デンタルクリニック ５２９４－０８４０

外神田６－１６－６伊 藤 歯 科 医 院 ３８３１－４６２３

外神田５－４－８伊 藤 歯 科 医 院 ３８３１－８６５７

西神田２－７－９　糸賀ビル２F伊 東 歯 科 医 院 ３２６１－５０２１

九段南４－６－１池 田 薬 局 ３２６５－００５１

神田駿河台２－１０－６加 健 調 剤 薬 局 ５２８０－１４２１

神田駿河台２－２－２９キ ク 調 剤 薬 局 ３２９３－２３９７

神田駿河台２－１０－１コトブ キ 調 剤 薬 局 ３２９１－０３８０

お茶の水調剤薬局本店 ３２９５－８６４１ 神田駿河台２－２－５　井口ビル1F

＊受診するときは、あらかじめ電話でお問い合わせください。 ＊健康保険証を必ずお持ちください。

●消防署病院案内（24時間）
　丸の内　3215－0119　　　町　3264－0119　　神田　3257－0119

●医療機関案内サービス「ひまわり」（24時間） 5272－0303
 http://www.himawari.metro.tokyo.jp

●消防庁救急・相談センター（24時間）1♯7119（ダイヤル回線からは13212－2323）

休
日
診
療
案
内
等

■平日準夜間の小児科診療（月～金曜19時～22時、 中学生以下）
　ちよだこども救急室・駿河台日本大学病院（13293－1711神田駿河台1－8－13）　

四番町４－２２　四番町ビル１０１

けい

か け ん

四番町保育園

掲載した写真を差し上げます。詳しくは、広報広聴課へ。

後期高齢者医療

神田児童館

キッズ・ゲーム

平成２２年度の年金額について

介護保険サポーター募集

■はり・きゅう、マッサージ等の
利用券の更新
区は、後期高齢者医療制度加入

者で保険料の未納がない方がはり・
きゅう・マッサージの施術（保険適
用外のもの）を受けたとき、利用
料金の一部を補助しています。４
月から使用できる利用券の窓口交
付は３月２３日（火）からです。保険証
をお持ちになり国民健康保険係の
窓口（区役所２階）で手続きをしてく
ださい。なお、平成２１年度利用券
の交付を受け、保険料に未納のな
い方には、３月１1日（木）に申請書をお
送りしています。必要事項を記入
して返送してください。
申請書が届いた方には、平成２２年

度の利用券を、順次郵送しています。
問合せ 保険年金課国民健康保険
係　　 1５２１１－４２０５

■保険料の納め忘れはありませんか
平成２１年度後期高齢者医療保険

料が未納の方は、金融機関・コン

ビニ・区役所・出張所で納めてく
ださい。納付書を紛失した場合は
郵送しますので、ご連絡ください。
■保険料の年金からの引落し（特別
徴収）について
後期高齢者医療保険料を年金か

らの引落し（特別徴収）で納めている
方の、４月、６月、８月の３回分の引落
し額は平成２２年２月に引き落とさ
れた額と同じです。
これは、平成２１年の所得金額が

未確定のため、２月の保険料と同
額を徴収するものです。７月下旬
に平成２２年度の保険料を決定し、
後期高齢者医療保険料決定通知書
を送付します。
問合せ 保険年金課後期高齢者医
療係　　　1５２１１－４２０６

平成２２年度の年金額は、平成２１年
度と同額に据え置きとなりました。
■老齢基礎年金額（年額）
７９２,１００円（満額）

※この金額は、保険料を４８０月納め

た場合の金額で、納付済月数によ
り金額は異なります。
■障害基礎年金額（年額）
１級 ９９０,１００円
２級 ７９２,１００円

■遺族基礎年金額（年額）
７９２,１００円

■遺族基礎年金の子の加算額（年額）
第１子および第２子＝１人あた

り２２７,９００円／第３子以降＝１人あ
たり７５,９００円
問合せ 千代田年金事務所

1３２６５－４３８１

選んで決める活動スタイル
介護保険サポーターとは、６５歳以

上の区民の皆さんが地域づくりに参

加することで、自らの健康増進や
生きがいづくりを見つけるととも
に、介護保険料の負担軽減を目的
としています。
活動先は、区内高齢者施設また

は高齢者を対象とした地域活動を
行っている受入団体で、現在の受
入れ施設・団体数は１６です。
対象 ６５歳以上の区民でこの制度
に理解がある方
※継続的な活動を行うと、活動状
況に応じて年間最大５,０００円の交
付金が受けられます。
活動内容（一例として）
人が好きな方 高齢者の話し相
手・施設案内など
裏方が好きな方 車いす清掃＝写
真＝・シーツ交換など
特技をお持ちの方 健康体操サポ
ーター・講師など
このほか活動種類はたくさんあ

ります。「活動してみよう」と思っ
たら、ちよだボランティアセンタ
ー（西神田１－３－４1５２８２－
３７１６）へ。

▲フランス料理を楽しむ集い（番町小学校）

い
き
い
き
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自動車税・軽自動車税は、４月１日現
在の所有者（割賦販売の場合は使用者）
に課税されます。譲渡・廃車・定置場
の変更、名義人の住所変更等があった
場合は、次の場所で手続きを行ってく
ださい。手続きがないと所有していな
いのに課税されるなど適正に課税され
ませんので、ご注意ください。
自動車・オートバイ（１２５ｃｃ超） 東京運
輸支局（品川区東大井１－１２－１７）

1０５０－５５４０－２０３０
オートバイ（１２５ｃｃ以下）・小型特殊自動
車 （区）税務課納税促進係（区役所２階）

1５２１１－４１９３
軽自動車（排気量６６０ｃｃ以下の四輪車・
三輪車）軽自動車検査協会東京主管事
務所（港区港南３－３－７）

1３４７２－１５６１

紙芝居は、昭和初期から日本独特の
芸能として親しまれています。お子さ
んから大人まで楽しめます。
４月１０日（土）１１時～１２時、千代田図書
館子ども室（区役所１０階）、演じ手＝ＪＰ
ＩＣ（出版文化産業振興財団）読書アド
バイザー、当日直接会場へ。
千代田図書館　　　 1５２１１－４２８９

昨年末、地域の皆さんにご協力いた
だき「歳末たすけあい運動」を行いま
した。募金総額は１２,２６２,５７８円でした。
この募金は、見舞品の進呈や、地域で
の支え合い活動への支援など、だれも
が安心して暮らせる地域づくりのため
の幅広い福祉活動に活用していきます。
社会福祉協議会　　 1５２８２－３７１１

No.1276 22.3.20（10）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

 

４/５（月）・２１（水）９時～１０時 
 
 
 
 
４/２６（月）９時～１６時 
 

 

 

 健康チェック（予約制） 
 と　　き  事 業 名 ・ 対 象 な ど  

エイズ・性感染症（梅毒・クラミジア・淋菌） 
相談・検査 

肝炎ウイルス検査　 
　区内在住で過去に肝炎ウイルス検査を 
　受けていない方 

生活習慣病予防相談　 
　区内在住で２０歳以上の方 
・血管年齢を測定します（栄養・運動・ 
　その他）。 

４/２（金）９時～９時３０分 

４/２（金） ・９（金）  ・１６（金） ・２３（金）     
１３時～１６時 
 

４/２（金） ・９（金）  ・１６（金） ・２３（金）    
１３時～１５時 
 

心の相談　心の問題で悩んでいる方 ４/１（木）・１５（木）１３時３０分～１５時３０分 
 

 

 
 

４/５（月）・２１（水）８時４５分～１０時 
 
 

若年節目健診（　　　　　　　若葉）�

　区内在住で２０・２５・３０・３５歳になる方 
・血液検査・骨密度測定等の健康診査の 
　ほか、栄養・歯周病リスク検査・保健指 
　導などを行います。 
　 

千代田 
保健所 

千代田保健所  1３２９１－３６４１　6３２９１－３６５０ 
問合せ 

 

４/５（月）・２１（水）９時～１０時 
 
 

一般健康相談　 
　 　区内在住で１６歳以上の方 
・血液・骨密度等の健診を有料で行います。
　なお、身体計測は無料。診断書は発行
　しません。 

実施場所 

　細菌検査（赤痢・腸チフス・パラチフス・サ 
ルモネラ・O１５７の健康管理検便） 
　区内在住・在勤・在学者（有料） 
・予約不要（事前に採便管を取りに来てください） 
 

オー オー 

・腸管出血性大腸菌Ｏ２６およびＯ１１１の検 
　便も行います（料金別途）。 

 

ふん便のノロウイルス検査 
　区内在住・在勤・在学の方 (有料） 
・RT―PCR法　　　　　６，０００円 
・リアルタイムPCR法　９,１００円 
　事前に採便管を取りに来てください。 
　　　　　　　　　　　　　　　　 

往復ハガキで、
４/１０（土）～２０（火）
（消印有効）

往復ハガキで、
４/１（木）～２０（火）
（必着）

所定の用紙で、
４/１（木）～２０（火）
（必着）

６月のスポーツ施設の利用申込み スポーツセンターのみ７月分

※１　往復ハガキ（１１面参照）で九段生涯学習館（〒１０２－００７４九段南１－５－１０1３２３４－２８４１）へ。
※２　外濠公園の空き状況は外濠公園管理事務所（1３３４１－１７３１）へお問い合わせください。
※３　外濠公園は、利用できる日でも時間帯によっては利用できない場合があります。詳しくは、外濠
　　 公園管理事務所へお問い合わせください。
※４　所定の用紙をスポーツセンター（〒１０１－００４７内神田２－１－８）へ。
※５　スポーツセンターは団体利用・個人利用の区別があります。詳しくは、お問い合わせください。

外 濠 公 園

スポーツセンター

花 小 金 井 運 動
施 設（ 野 球 ）

施　設　名 申込期間 抽選 空施設受付 利用できない日

野 球

テニス

４/２６（月）

休館日
７/２０（火）

６/６（日）・２０（日）
九段生涯
学 習 館

５/１（土）
九段生涯
学 習 館

５/１（土）
スポーツ
センター

九段生涯学習館
にお問い合わせ
ください。

５/２０（木）
８時３０分～
（申込順）

５/２（日）
１０時～（申込順）
九段生涯学習館

５/２（日）
１０時～
（申込順）

※２※１

※１

※４ ※５

※３

※３
1３３４１－１７３１

1３２５６－８４４４

＊外濠公園の利用申込みについて、ハガキに名前貸しなどの不正行為が多数出ています。
　実際に利用する方の名前で責任を持って申し込んでください。

平成２２年度の国民年金保険料が決定
平成２２年４月分～平成２３年３月分の

国民年金保険料は「月額１５,１００円」です。
保険料を現金で納付する場合は、納付
書により、最寄りの金融機関・郵便
局・コンビニエンスストアで納付して
ください。納付書は、４月上旬に日本
年金機構から郵送します。
■前納制度で保険料が割引　現金納付
は４月末までに
国民年金は、前納（まとめて前払い）
する期間に応じて保険料を割引する制
度があります。1年度分（１２か月分）・
６か月分の前納用の納付書２種
類と、毎月納付用の納付書を
セットで郵送します。ご希望
の納付方法で４月３０日（金）まで
にお支払いください。

現金払いでの前納は、１年度分や６
か月分のほかにも、指定の納付期限日
内であれば、希望する月から平成２３年
３月分までを前納することができます。
前納する期間によって割引額は異なり
ます。詳しくは、お問い合わせくださ
い。
※口座振替・クレジットカード払いの
1年前納・半年前納（４月～９月）の
申込みは終了しました。
千代田年金事務所　 1３２６５－４３８６

おとなも一緒に紙芝居鑑賞

自動車税等の手続きを

歳末たすけあい運動に
ご協力ありがとうございました

▼平成22年度の現金前納額（納付期限４月30日）

1 年 前 納

半年前納（４月～９月）

前 納 額 割 引 額

１７７,９８０円 ３,２２０円

７４０円８９,８６０円

大地震が発生すると、家具の転
倒やガラスの破片が凶器になり、
ケガの大きな要因になります。
家具の転倒などは、ちょっとし

た対策で防ぐことができます。い
つか必ず起こる地震に備え、日ご
ろから家庭やオフィスで家具類の
転倒防止などの対策を心がけまし
ょう。
特に３月は、転勤などで引越し

の多いシーズンです。転居先で家
具を配置するときが転倒防止対策
を行う絶好の機会です。家具転倒
防止方法など詳しくは、お近くの
消防署にご相談ください。
丸の内消防署　　 1３２１５－０１１９

町消防署　　　 1３２６４－０１１９
神田消防署　　　 1３２５７－０１１９

■高齢者世帯に家具転倒防止器具を
取付け
区は、区内在住の６５歳以上のひ

とり暮らし世帯や高齢者だけの世
帯、要介護度３以上と認定された
６５歳以上の方を介護している世帯
に、家具転倒防止器具の取付けを
行っています。
詳しくは、区のホームページ

（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｃｈｉｙｏｄａ.ｌｇ.ｊｐ/
ｓｅｒｖｉｃｅ/０００４８/ｄ０００４８１１.ｈｔｍｌ）をご
覧になるか高齢介護課在宅支援係
（1５２１１－４２２０）へご相談ください。

３月の引越しシーズンに

大地震に備えて家具の転倒防止対策を

3月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０ ３１

4月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

４月６日（火）～１８月（日）

浮世絵鑑賞　安藤広重・東洲斎写楽展
安藤広重の「名所江戸百景」全作品

と、東洲斎写楽の浮世絵を区内在住の
望月義也さんの協力で展示します。
広重の「名所江戸百

景」は江戸市中と郊外
を画

え が

いたもので、全作
品が揃

そ ろ

った大変貴重な
ものです。
とき ４月６日（火）～１８日
（日）１０時～１８時（最終
日は１７時まで）
会場 九段生涯学習館
２階ギャラリー（九段
南１－５－１０）

問合せ 文化スポーツ課文化振興係
1５２１１－３６２８

チリ大地震・ハイチ地震

被害の救援金を受付中
チリ大地震・ハイチ地震被災地での

救援活動等を支援するため、救援金を
受け付けています。皆さんのご協力を
お願いします。
受付期間 チリ大地震＝４月３０日（金）ま
で／ハイチ地震＝３月３１日（水）まで
救援金窓口 郵便局・ゆうちょ銀行
口座番号 ００１１０－２－５６０６
口座名義 日本赤十字社

※振替用紙の通信欄に「チリ大地震」
または「ハイチ地震」と記入してく
ださい。
※受領証希望者は、振替用紙の通信欄
に「受領証希望」と記入し、名前・住
所・電話番号を記載してください。
※郵便局窓口での取扱いの場合、振替
手数料はかかりません。
区民商工課管理係　 1５２１１－４１８１
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「麦の穂をゆらす風」
１９２０年、アイ

ルランド人の青
年デミアンは、
兄とともにイギ
リスの支配から
独立を求め戦っ
た。独立は認め
られるが、今度
は内戦が始ま
り、兄や恋人と
のきずなを引き
裂かれていく。自由を求めて闘う人々
の悲劇を描き出す感動作。監督＝ケ
ン・ローチ／２００６年アイルランド・イ
ギリス・ドイツ・イタリア・スペイン合
作（１２６分）
４月１６日（金）①１４時３０分②１８時３０

分（①の回終了後のみビデオサロン・
カフェあり）、男女共同参画センターＭ
ＩＷ（区役所１０階）、各回２５名（申込順）、
電話・ファクシミリまたはＥメール（記
入例参照）に希望日時を記入しＭＩＷ
（1５２１１－８８４５6５２１１－８８４６ ｍｉｗ
＠ｃｉｔｙ.ｃｈｉｙｏｄａ.ｔｏｋｙｏ.ｊｐ）へ。
※ 託児サービス（有料・要予約）あり。

４月１１日（日）９時３０分～、スポーツセ
ンター弓道場（内神田２－１－８）、区内
在住・在勤者、参加費＝５００円、４月７

日（水）（必着）までに所定の申込書（スポ
ーツセンターで配布）を郵送またはフ
ァクシミリで千代田区弓道連盟・山田
（〒１０２－００７２飯田橋１－７－１１1３２６１－
１７０５6３２６２－６８０７）へ。

５月２７日～７月１５日の毎週木曜（全８
回）１８時３０分～１９時３０分、神田さくら
館（神田司町２－１６）、１６歳以上の区内
在住・在勤者３０名（抽選）、指導＝ 島

ぬ で し ま

和佳恵
わ か え

さん（フィットネスプランナー）、
参加費＝２,０００円（傷害保険料を含む）、
５月１５日（土）（必着）までに往復ハガキ（記
入例参照・1人1枚）に緊急連絡先を記
入しスポーツセンター（〒１０１－００４７内
神田２－１－８1３２５６－８４４４）へ。

５月８日（土）＝広尾看護専門学校（〒
１５０―００１３渋谷区恵比寿２－３４－１０）・
板橋看護専門学校（〒１７３－００２２板橋区
仲町１－１）／５月１５日（土）＝荏原看護専門
学校（〒１４５－００６５大田区東雪谷４－５－
２８）・府中看護専門学校（〒１８３－００４２
府中市武蔵台２－２７－１）・北多摩看護専
門学校（〒２０７－００２２東大和市桜が丘
３－４４－１０）・青梅看護専門学校（〒
１９８－００１４青梅市大門３－１４－１）・南
多摩看護専門学校（〒２０６－００４２多摩
市山王下１－１８－１）、看護に興味のあ
る高校生・社会人、４月９日（金）（消印有
効）までに往復ハガキ（記入例参照）
に性別・勤務先または学校名と学年を
記入し希望する各学校へ。
※希望する各学校のホームページからも
申し込めます。各学校ごとの定員や実
施時間など詳しくは、都福祉保健局医
療政策部医療人材課のホームページ
（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｆｕｋｕｓｈｉｈｏｋｅｎ.
ｍｅｔｒｏ.ｔｏｋｙｏ．ｊｐ/ｊｏｈｏ/ｓｏｓｈｉｋｉ/
ｉｓｅｉ/ｉｊｉｎ/）をご覧ください。

（11）No. 1276 22.3.20 区役所の代表電話　3264ー2111

区 民 相 談

MIW相談室

保 健 福 祉
オ ン ブ ズ
パーソン相談

（予約制）

福 祉 専 門
法 律 相 談

成 年 後 見
制 度 相 談

介 護 者 の
た め の
カウンセリング

親 と 子 の
心 理 相 談

（予約制）

（予約制）

区民相談室
（区役所２階）

区内在住・在
勤者

区内在住・在
勤・在学者

どなたでも

区内在住者と
その家族、在
勤・在学者

１８歳未満で
区内在住・在
学のお子さん
がいる家庭

高齢者を介護
している区内
在住者

区内在住の高
齢者を介護し
ている方

区役所会議室

男女共同参画
セ ン タ ー
M IW相談室

男女共同参画
セ ン タ ー
M IW相談室

児 童・家 庭
支援センター
（神田さくら館
６階）

西神田庁舎
３階（西神田
１－３－４）

（区役所１０階）

（区役所１０階）

法律相談（予約制）

税務相談

夫婦関係・子育て・セクシュアルハラス
メント・ドメスティックバイオレンスな
どの悩みに女性カウンセラーが応じま
す。金曜は英語での相談も受け付けま
す。託児サービス（有料・要予約）あり。

区や事業者が提供する保健福祉サー
ビス全般への不満・苦情を受け付けま
す。郵送での相談も受け付けます。
〒１０２－８６８８九段南１－２－１福祉総務
課保健福祉オンブズパーソンへ。

福祉や成年後見制度、消費者被害に関
する悩みごとのほか、相続や遺言の相
談に弁護士が応じます。

成年後見制度の利用相談のほか、後見
活動の悩みや不安にお答えします。

毎日（土・日・祝日を除く）８時３０分
～１７時

介護をすることから生じるストレスに
関すること（介護ストレス・家族不仲・
家族間暴力・高齢者虐待等）に専門カ
ウンセラーが応じます。

子どもや家庭の相談に臨床心理士が
お答えします。

行政書士相談

一般相談

不動産相談

※話し中の場合
　1５２１１－８８４５
　へ。

福祉総務課
1５２１１－４２１０

MIW相談室
1５２１１－４３１６

区民相談室
1５２１１－４１７６

1５２８２－３１００

社会福祉協議会
ちよだ成年後見センター

高齢介護課在宅支援係
1５２１１－４２２０

児童・家庭支援センター
予約相談専用電話
1３２５６－８１５０

４月の各種相談（無料）
名　称 場　所 内　　容 問合せと　き対　象

 ２（金）・７（水）・９（金）・１４（水）・１６（金）・２１（水）・２３（金）・
 

 １３（火）１３時～１５時

 ８（木）・２２（木）１３時～１５時

 ８（木）１３時～１５時

 １（木）・８（木）・１５（木）・２２（木）１３時～１５時

 ７（水）・２０（火）１３時～１５時

２（金）・７（水）・８（木）・１６（金）・２１（水）・２２（木）・３０（金）

１（木）・９（金）・１４（水）・１５（木）・２３（金）・２８（水）
 １７時～２１時

８（木）鈴木一夫弁護士
２２（木）八杖友一弁護士
１４時～１６時２０分

６（火）１０時３０分～１２時
神村富美子さん（臨床心理士）

１４（水）池田惠利子委員（社会福祉士）
２７（火）　　山由美子委員（ルーテル学院大
学准教授）
１４時～１６時

毎日（土・日・祝日を除く）８時３０分～１７時

人権身の上相談・行政相談・
社会保険労務相談

司法書士相談

ミ ュ ウ

日程が変更になる場合があります。事前にお問い合わせください。

（予約制）

１３（火）・２７（火）
１０時～１４時

１０時３０分～１５時３０分

２８（水）１３時～１５時３０分

千代田区弓道大会

親子で船から江戸～東京の街巡
りをしてみませんか。
とき ５月８日（土）午前の部＝８時
５０分集合・９時２０分～１１時４０分／
午後の部＝１２時４０分集合・１３時１０
分～１５時３０分
会場 東京水辺ライン（ＪＲ両国駅
西口徒歩３分・国技館前集合・解
散）
対象 区内在住・在学の小学校１年
生～６年生（保護者同伴２名１組）各
回１０組２０名（抽選）
コース 神田川→日本橋川→小名
木川
申込み ４月２日（金）（必着）までに
ハガキ（記入例参照）に参加者全
員の必要事項・希望の部を記入し
神田川事務局千代田区親子係（〒

１３５－００１６江東区東陽２－２－２０東
京ＹＭＣＡ東陽町コミュニティセ
ンター内1３６１５－５５６５）へ。
※天候・潮の満干により、コースを
変更することがあります。
※一般受付（大人３,３００円／小・中学
生２,２００円）も行います。

都立看護専門学校の
１日体験入学

申込書の記入例

①催しなどの名称

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④年齢

⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校
　就学前が対象）を希望する方は
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料

ＭＩＷ
ミ ュ ウ

ビデオサロン＆カフェ

神田川船の会 親子２０組４０名を招待

ジェネオン・ユニバーサル・エンターテイメント

アクアビクス教室（前期）

５月８日（土）

※１人２校まで申込み可（同日実施校
への申込みは不可）
都福祉保健局医療政策部医療人材課　

1５３２０－４４４７

防衛省は、自衛官を募集しています。
種目 ①幹部候補生②一般曹候補生
③自衛官候補生④予備自衛官補（一
般・技能）
対象 ①＝２２歳以上２６歳未満の方
（大学卒業見込みを含む）／大学院卒
業見込み者は２８歳未満の方②③＝１８
歳以上２７歳未満の方（高校卒業見込
みを含む）④一般公募＝１８歳以上３４
歳未満の方／技能公募＝１８歳以上有
資格保持経験年数により５３歳から５５
歳未満の方（技能公募の有資格は、お
問い合わせください）
申込期間 ①＝４月１日（木）～５月１０日（月）

（必着）②③＝４月１日（木）～５月１０日（月）
（予定・必着）④１回目＝４月９日（金）（必
着）まで／２回目＝７月２０日（火）～１０月
８日（金）（必着）
※④は第１回で定員に達した場合、第
２回を実施しない場合があります。
問合せ 自衛隊東京地方協力本部港出
張所　　　　　　　 1３５９１－５１０１
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｍｏｄ.ｇｏ.ｊｐ/ｐｃｏ/

ｔｏｋｙｏ/ｍｉｎａｔｏ/ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍｌ

■千代田陶芸クラブ
自由に作品を作り、陶芸を楽しむ会

です。見学もできます。
毎月第１・３水曜１３時３０分～１５時３０

分、万世橋区民会館６階（外神田１－１－
１１）、月会費４,０００円／材料代１,０００円
（粘土１ｋｇ・焼成費を含む）

1０９０－８７７７－９００７・桑原

自衛官を募集



４月５日（月）・７日（水）・１２日（月）・１４日（水）（全
４回）１８時３０分～、スポーツセンター
剣道場（内神田２－１－８）、区内在住・在
勤者３０名（申込順）、参加費＝２,０００円、
４月２日（金）までに電話またはファクシミ
リ（１１面参照）で千代田区太極拳連盟事
務局・山崎（1３２５９－８０４４6３２５９－
８５８７）へ。

柔らかい素材のフリスビーでドッジ
ボールを行います。ボールを使わない
ため、腕力や体格の差を気にせず、大
人も子どもも一緒に楽しめます。
４月１０日（土）１４時～１６時、スポーツ

センター３階主競技場（内神田２－１－
８）、定員４０名（申込順）、前日までにファ
クシミリまたはＥメール（１１面参照）で文化
スポーツ課スポーツ振興係（1５２１１－
３６２７6３２６４－７９８９ ｂｕｎｋａｓｕｐｏｔｓｕ
＠ｃｉｔｙ.ｃｈｉｙｏｄａ.ｌｇ.ｊｐ）へ。
※スポーツウェア・シューズ（室内用）
を着用してください。

４月２９日（祝）９時～、スポーツセンタ
ー（内神田２－１－８）、区内在住・在勤
で千代田区バドミントン協会平成２２年
度登録者、種目＝男子・女子ダブルス、
参加費＝１,０００円、４月３日（土）（必着）
までに所定の申込書（スポーツセンタ
ーで配布）を郵送で千代田区バドミン
トン協会・波多江（〒１６５－００３４中野区
大和町４－２６－６）へ。
千代田区バドミントン協会・前川

1０９０－７７１５－４３３９

５月１１日～６月８日の毎週火曜（全５
回）１０時～１２時、外濠公園総合グラウ
ンドテニスコート（五番町先）、区内在
住者３０名（抽選）、参加費＝２,５００円、
４月１６日（金）（必着）までに往復ハガキ
（１１面参照）に性別を記入し千代田区
テニス協会・石福（〒１０２－００８２一番町
２０－７－４０３1３２３４－４４８０）へ。

No. 1276 22.3.20（12）千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

区の保養施設（箱根千代田荘・湯
河原千代田荘・嬬恋自然休養村・メ
レーズ軽井沢）の近くでは、満開の
さくらや新緑に向かう大自然を体感
できます。特に嬬恋や軽井沢は、東
京よりも少し遅い春の訪れに、二
度目の春を楽しむことができます。
自然を満喫できる保養施設へぜひ
お出かけください。
区民商工課管理係 1５２１１－４１８１

保養施設で春を感じて

７月の保養施設の利用申込み 区民商工課管理係1５２１１－４１８１

○保養施設の予約は現地のみで受け付けます。インターネットで空室状況の確認や予約をする場合は〔千
　代田区のホームページ→施設案内→家族やグループ旅行に→各施設のホームページ〕をご覧ください。
○箱根千代田荘・湯河原千代田荘・嬬恋自然休養村は、どなたでも利用できます。
○受付開始日が休館にあたる場合は、休館日の前日から受け付けます。また、２泊以上を希望する場合は、
　宿泊の初日が受付の基準日です。
○箱根千代田荘・湯河原千代田荘を利用する区内在住者で、行き帰りに小田急線に乗車する場合は、区役
　所・出張所で運賃が割引になる割引証を発行します。
○電話での申込みは１０時３０分～１８時。フリーダイヤルは区内の固定電話からのみ通話可能です。

利用したい施設へ電話でお申し込み
ください。
・ファクシミリやインターネットでも
　申し込めますが、電話が優先です。
　確実に予約を取りたい場合は、電
　話でお申し込みください。
・箱根・湯河原のインターネットの受
　付開始は左記の電話の受付開始
　のおおむね３日後になります。

３か月前の同日（休館の場
合は前日）の１０時３０分から
受付
（例＝７/５泊の場合は４/５）

２か月前の同日（休館の場
合は前日）の１０時３０分から
受付
（例＝７/５泊の場合は５/５）

区内在住者

その他の方

箱 根

嬬 　 恋

７/１４（水）・１５（木）

７/６（火）～８（木）

７/６（火）～８（木）・１３（火）

７/１４（水）～１６（金）軽 井 沢

湯 河 原

予
約
申
込
み

利
用
で
き
な
い
日

箱根千代田荘
湯河原千代田荘
嬬恋自然休養村
メレーズ軽井沢

1０４６０－８６－１１５０
1０４６５－６３－１１５３
1０２７９－９６－１２８０
1０２６７－４５－２６７６

7０１２０－０５－４１５０
7０１２０－００８－２６７
7０１２０－２６－１２８０
7０１２０－４５－２６７６

6０４６０－８６－１１５１
6０４６５－６３－３０１４
6０２７９－９６－１２８２
6０２６７－４５－０９２０

・

・

太極拳初心者講習会

周辺のさくらの名所

箱根千代田荘

施 設 名

湯河原千代田荘

嬬恋自然休養村

メレーズ軽井沢

箱根町内各所

千歳川沿い

ＪＲ万座・鹿沢口駅前
小諸城址懐古園（小諸市丁３１１）

※天候などにより見ごろの時期は前後することがあります。
※各施設の予約方法は、下図表をご覧ください。

場　　所 例年の見ごろ（目安）

４月上旬～４月中旬

３月下旬～４月中旬

４月下旬～５月上旬

４月中旬～４月下旬

さくらまつりの期間中は、千鳥
ケ淵緑道のライトアップやさまざ
まなイベントを行います。開花状
況や天候などにより、開催時間等
が変更になりますので、最新の情
報は区観光協会のホームページ等
でご確認ください。
■さくらフェスティバルを開催

さくらまつりのイベントの一環
として、今年もさくらフェスティ
バルを開催します。詳しくは「ま
ちみらいニュースVol.６０」（本紙差
込み）をご覧ください。
とき ３月２６日(金)～２８日(日)１０時～１７
時（２６日は１１時から）

会場 國神社境内外苑（大村益
次郎銅像付近）
問合せ 千代田区商店街連合会事
務局　　　　　　 1５２８１－１１７１
■さくら情報を提供
区内さくらの見所、開花状況、

緑道ライトアップ、区営ボート場
の情報や観光名所ガイドなどの情
報を提供しています。
・区観光協会のホームページ

http://www.kanko-chiyoda.jp
・さくらまつり携帯サイト

http://www.kanko-chiyoda.jp/
tabid/1037/Default.aspx

携帯電話からも情報をご覧にな
れます。
※ＱＲコードは、機種に
よっては表示できな
い場合があります。

■さくらまつりテレホンガイド
1０５７０－００７－０７０（４月１６日(木)まで）
自動応答システムで２４時間情報

を提供します。サイトＩＤ（３９６
さ く ら

）を
入力してください。

さくらのイベント情報
■さくら茶フェスティバル2010in
大妻
「さくら茶フェスティバル」は、

今年で６回目を迎えます。今年の
企画は「新たな文化を創

つ く

り、日本
の発展をリードする街」です。区
と区内11大学を中心に「茶」を通
じて国内外に伝統文化を広めるこ
とや、安全安心の街づくりを目的
としています。

とき ３月２７日(土)１１時～１７時
会場 大妻女子大学（三番町１２）
主な内容 区内大学、サークルや
大使館などによる発表会やブー
ス出店など
問合せ 大妻女子大学1５２７５－６０５６

■神保町さくらみちフェスティバル
さくらまつりが開催されている

時期に、地域商店街や古書店がワ
ゴンセールを開催します。また、
神保町交差点の岩波ホール前(神田
神保町２－１)で甘酒のサービスも行
います。
とき ３月２６日(金)～２８日(日)１１時～
１８時
問合せ 金子書店　 1３２９１－６５５６
■神田神社で物産展
神田神社の境内で、新潟県長岡

市と茨城県坂東市の物産展を開催
します。また、お茶のサービス等
もあります。
とき 長岡市＝４月３日(土)・４日(日)
１０時～１７時／坂東市＝３月２７日
(土)・２８日(日)１０時～１７時
※坂東市の出店は、さくらの開花
状況により、４月３日(土)･４日(日)
に変更となる場合があります。
会場 神田神社（外神田２－１６－２）
問合せ 千代田区観光協会

1３２９２－５５３０

３月２６日（金）～４月４日（日）開催

区の花さくら再生事業

さくらサポーター活動５周年記念式典
区はこれまで、区の花「さくら」

を守り、次世代に引き継ぐため、
さくらサポーターを募り、さまざ
まな再生事業を実施してきました。
今回は、活動５周年を記念し、さ

くらの専門家による講演会や記念式
典を開催します。ぜひ、お越しくだ
さい。当日直接会場へ。
とき ３月２６日(金)１３時１５分～１５時
会場 区民ホール（区役所1階）
内容 第1部＝「(仮称)さくらスペシ
ャルサポーター養成講座」受講修
了者の登録セレモニー／第２部＝

記念講演会「ひとの都合・さくら
の都合」京都・仁和寺の植木職人
の流れをくむ造園業を営み、１６代
目の佐野藤右衛門

と う え も ん

さんが、これま
でに手がけてきたさくらにまつわ
るお話などを講演します。
問合せ 道路公園課都市施設主査

1５２１１－４２４３
■さくらサポーターを募集
さくら再生に向けた取組みに協

力してくれる方を募集します。詳し
くは「まちみらいニュースVol.６０」（本
紙差込み）をご覧ください。

みんなでエンジョイ ドッヂビー

千代田区春季バドミントン大会

▲JR万座・鹿沢口駅付近三原桜並木

テニス講習会（前期）
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今
年
も
、
い
よ
い
よ
お
花
見
シ
ー

ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

千
代
田
区
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
千
代
田day ,s

」
で
は
、「
特
集
・
千

代
田
の
さ
く
ら
」
の
ペ
ー
ジ
を
設
け

て
今
年
も
お
花
見
マ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
さ
く
ら
情
報
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る

「
今
日
の
さ
く
ら
」
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

千
鳥
ヶ
淵
の
さ
く
ら
の
開
花
状
況
を

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

千
鳥
ヶ
淵
周
辺
に
２６０
本
あ
る
さ
く

ら
の
中
か
ら
、
独
自
に
標
準
木
を
設

定
し
、
つ
ぼ
み
の
時
期
か
ら
、
徐
々

に
膨
ら
み
、
開
花
し
、
満
開
に
な
り
、

散
っ
て
い
く
ま
で
の
様
子
を
毎
日
更

新
中
で
す
。

お
出
か
け
の
前
に
、
仕
事
の
合
間

に
、
千
代
田day ,s

の
「
今
日
の
さ
く

ら
」
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

1
３
２
３
３
―
７
５
５
６（
直
通
）

市
町
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
東
京
 

2
 Vol.

入
居
者
紹
介

千代田day’s「今日のさくら」のページ

http://www.chiyoda-days.jp/feature/sakura/

（右のＱＲコードを読み取れば、携帯電話でもご覧いただけます）

今
年
も「
千
代
田
さ
く
ら
ま
つ
り
」

の
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
３
月

２６
日
（金）
〜
２８
日
（日）
ま
で
の
３
日
間
、

靖
國
神
社
外
苑
で
「
さ
く
ら
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

３
月
２６
日
（金）
〜
２８
日
（日）
１０

時
〜
１７
時（
初
日
は
１１
時
〜
）

場
所

靖
國
神
社
外
苑

■
特
設
舞
台

歌
や
踊
り
、
器
楽
演
奏
を
始
め
、

今
年
は「
大
江
戸
助
六
太
鼓
」も
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

■
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

期
間
中
、
毎
日
１３
時
４０
分
頃
か
ら

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
抽
選
会
を
特
設
舞
台

で
開
催
し
ま
す
。

ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
は
、
毎
日
１３
時
か

ら
、
千
代
田
区
商
店
街
連
合
会
本
部

テ
ン
ト
に
て
、
先
着
２００
名
様
に
、

１
枚
２００
円
に
て
カ
ー
ド
と
お
茶
他

一
品
の
セ
ッ
ト
で
販
売
し
ま
す
。

■
お
祭
り
ブ
ー
ス

区
内
の
各
商
店
会
や
関
係
市
町
村

な
ど
の
ブ
ー
ス
で
は
、
お
で
ん
や
豚

汁
、
カ
レ
ー
な
ど
の
温
か
い
お
食
事

や
、各
種
名
産
品
等
を
販
売
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
千
代
田
区
商
店
街
連
合

会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
桜
の
時
期
に
合

わ
せ
て
醸
造
さ
れ
た
特
別
純
米
酒

「
千
代
田
の
さ
く
ら（
３００
ml
）」
や
糀

み
る
く（
甘
酒
）な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

問
合
せ

千
代
田
区
商
店
街
連
合
会

事
務
局
1
５
２
８
１
―
１
１
７
１

３月１７日(水)、第２回千代田ビジネス大賞の表彰式が

開催され、受賞企業が決定しました。

◆大賞（１社）
ポポンデッタ（株）（ユニーク部門）

◆東京商工会議所千代田支部会長賞（1社）
（株）日宣（経営革新部門）

◆優秀賞（2社）
（株）兵左衛門（安全安心部門）

第一環境アクア（株）（環境貢献部門）

◆特別賞（3社）
（株）龍名館（優秀老舗部門）

三三（株）（ニュービジネス部門）

（株）地球健康クラブ（環境貢献部門）

次号より、受賞企業の紹介を掲載します。

問合せ 商工振興グループ1３２３３―７５５８（直通）

http://chiyoda-days.jp/future/event-info/buz21.htm

第２回千代田ビジネス大賞
受賞企業が決まりました

千
代
田
区
内
に
は
約
３
千
３００
本
の

さ
く
ら
の
木
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

多
く
は
老
木
で
す
。
ま
た
環
境
悪
化

の
影
響
で
勢
い
が
衰
え
て
い
る
木
も

あ
り
、
早
急
な
対
策
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
美
し
い
「
さ
く
ら
」
を

未
来
に
引
き
継
ぐ
事
を
目
的
に
、
千

代
田
区
は
平
成
１６
年
３
月
に
「
区
の

花
さ
く
ら
再
生
計
画
」
を
策
定
、

「
さ
く
ら
基
金
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

毎
年
お
花
見
の
時
期
に
は
、
千
鳥

ヶ
淵
緑
道
な
ど
で
の
募
金
活
動
を
行

い
、
昨
年
は
１３
日
間
で
５００
万
円
を
超

え
る
寄
付
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま

た
、
専
用
の
銀
行
口
座
を
開
設
し
、

年
間
を
通
じ
て
募
金
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

平
成
２１
年
度
は
、
さ
く
ら
の
再
生

や
更
新
工
事
な
ど
の
た
め
、
こ
の
基

金
か
ら
約
１
千
１３０
万
円
が
活
用
さ
れ

ま
し
た
。

さ
く
ら
咲
く
千
代
田
の
風
景
を
守

る
た
め
に
、
ぜ
ひ
さ
く
ら
基
金

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

「
千
代
田
の
さ
く
ら
に
つ
い

て
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」

「
さ
く
ら
を
守
る
た
め
に
何
か

活
動
し
た
い
」
と
お
考
え
の
方

は
、「
さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
」

へ
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、
５３５
人
の
個
人
と
９２
の
法
人
、

１０
の
団
体
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

さ
く
ら
を
知
り
・
守
る
た
め
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
会
費

個
人
＝
１
千
円
、
法
人
＝

１
万
円
（
登
録
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、「
さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
事
務

局
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

窓
口
払
い

各
出
張
所
・
千
代
田
区

道
路
公
園
課
・
ま
ち
み
ら
い
千
代

田
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

口
座
振
込

最
寄
り
の
金
融
機
関
よ

り
左
記
の
口
座
に
お
振
り
込
み
く

だ
さ
い
。
振
込
手
数
料
は
お
客
様

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

み
ず
ほ
銀
行
東
京
都
庁
出
張
所

（
店
番
＝
７
７
７
）・
普
通
１
０
０

１
３
１
３
・
口
座
名
義
＝
サ
ク
ラ

キ
キ
ン

問
合
せ

・
さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
事
務
局
（
千

代
田
区
道
路
公
園
課
内
）

1
５
２
１
１
―
４
２
４
３

・
さ
く
ら
基
金
管
理
者（
ま
ち
み
ら

い
千
代
田
・
文
化
振
興
グ
ル
ー
プ
）

1
３
２
３
３
―
３
２
２
２（
直
通
）

さ
く
ら
基
金
に
ご
協
力
を

さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ
ー募

集
中

寄
付
金
と
さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ

ー
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

今
年
も
や
り
ま
す
！
ビ
ン
ゴ
大
会

「
さ
く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
３
月
２６
日
か
ら
３
日
間
・
靖
國
神
社
外
苑
で

大
鰐

お
お
わ
に

町
の
推
薦
に
よ
り
市
町
村
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
入
居
し
た

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
推
進
青
森
会
議
」
は
、
自
ら

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
民

活
動
を
行
う
個
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

団
体
を
対
象
に
支
援
事
業
を
行
う
中

間
支
援
組
織
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
内
に
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
て
お
り
、
青
森
県
内
の
地
域

資
源
を
活
用
し
た
地
域
密
着
型
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
行
う
方
々
に
、
企
画
支
援

や
事
業
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施
し
て
い

ま
す
（
写
真
は
、
津
軽
鉄
道
を
応
援

す
る
「
津
鉄
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
推
進
青
森
会
議
の
支
援
に

よ
り
商
品
化
し
た
石
炭
ク
ッ
キ
ー
）。

ま
た
、
大
鰐
町
よ
り
委
託
を
受
け
、

地
域
公
共
交
通
の
存
続
に
向
け
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
進
行
中
で

す
。１２

月
に
は
東
北
新
幹
線
が
青
森
駅

ま
で
延
伸
さ
れ
、
ま
す
ま
す
東
京
か

ら
近
く
な
る
青
森
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
推
進
青

森
会
議
で
は
、「
市
町
村
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
東
京
」
へ
の
入
居
を
足
が

か
り
と
し
て
、
都
心
に
向
け
た
情
報

発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
青
森
ブ
ラ

ン
ド
の
強
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
推
進
青
森
会
議

昨
年
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

抽
選
会
の
様
子
▼

▲サポーターの活動（さくら教室）

大鰐町

さ
く
ら
基
金
と

さ
く
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ご
案
内

「今日のさくら」で開花情報を
千代田day,s～特集　千代田のさくら～
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ママ
ンン
シシ
ョョ
ンン
無無
料料
相相
談談
会会

区
内
の
外
国
人
と
の
交
流
を
目
的

に
、
２
月
１４
日
（日）
区
立
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
、「
巻
き
ず
し
と
本
格
茶

わ
ん
蒸
し
作
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
神
田
に
あ
る
「
東
鮨
」

の
大
石
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

ま
ず
作
り
方
の
実
演
を
見
た
あ
と
、

参
加
者
が
実
際
に
調
理
し
ま
し
た
。

巻
き
ず
し
の
実
演
で
は
、
大
石
さ
ん

の
華
麗
な
手
さ
ば
き
に
参
加
者
の
皆

さ
ん
か
ら
何
度
も
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

続
い
て
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
実
際

に
「
巻
き
す
」
を
使
い
調
理
を
開
始
。

子
供
か
ら
大
人
ま
で
様
々
な
国
籍
の

方
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
調
理
し
な

が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

完
成
後
の
試
食
会
で
は
、「
簡
単

そ
う
に
見
え
た
け
ど
、

思
っ
た
よ
う
に
は
綺

麗
に
で
き
な
か
っ
た
。

で
も
美
味
し
か
っ
た
」

「
プ
ロ
の
寿
司
職
人
さ

ん
に
巻
き
方
の
コ
ツ

を
教
え
て
も
ら
え
て

良
か
っ
た
」
な
ど
、

お
互
い
に
感
想
を
述

べ
合
い
な
が
ら
巻
き

ず
し
と
茶
わ
ん
蒸
し

を
堪
能
し
ま
し
た
。

参
加
者

１２
か
国
４８

名協
力

Ｃ
Ｗ
Ｃ
（
チ
ヨ
ダ
ワ
ー
ル
ド

ク
ラ
ブ
）

問
合
せ

文
化
振
興
グ
ル
ー
プ

1
３
２
３
３
―
３
２
２
２（
直
通
）

「
巻
き
ず
し
と
本
格
茶
わ
ん
蒸
し
作
り
」

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
、

『
首
都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会

都
心
区
支
部
』の
協
力
を
得
て
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
に
関
す

る
無
料
相
談
会
を
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。

毎
回
、
２
名
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
士
が
会
場
で
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

と
き

毎
月
第
３
水
曜
１５
時
〜
１７

時（
相
談
は
１
回
３０
分
程
度
、

当
日
の
受
付
は
１６
時
ま
で
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

場
所

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
会
議

室
（
神
田
錦
町
３
―
２１
ち
よ
だ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ス
ク
ウ
ェ

ア
４
階
）

予
約
・
問
合
せ

居
住
支
援
グ
ル

ー
プ

1
３
２
３
３
―
３
２
２
３（
直
通
）

※
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
日
常
生
活
や

建
物
の
維
持
管
理
等
の
ご
相

談
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
各

種
助
成
制
度
の
申
請
に
つ
い
て

の
ご
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

外
国
人
と
の
交
流
開
催
報
告

〜
安
全
・
安
心
の
た
め
に
〜

◆
防
犯
機
器
設
置
費
助
成
制
度

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用
部
分
及
び
賃
貸
マ

ン
シ
ョ
ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
等
共
用
部
分
に
類

す
る
と
こ
ろ
に
設
置
す
る
、
防
犯
機
器
の
購
入

費
用
及
び
そ
の
設
置
に
係
る
工
事
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
及
び

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
所
有
者

助
成
額

設
置
工
事
に
か
か
る
費
用
（
消
費
税

を
除
い
た
額
）
の
１
／
２
。
上
限
３０
万
円

〜
快
適
な
居
住
を
維
持
す
る
た
め
に
〜

◆
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
修
繕
調
査
費
助
成
制
度

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
及
び
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

で
、
大
規
模
修
繕
工
事
の
事
前
調
査
と
し
て
行

う
建
物
診
断
調
査
（
劣
化
診
断
調
査
）
に
係
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
及
び

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
所
有
者

助
成
額

調
査
に
か
か
る
費
用
（
消
費
税
を
除

い
た
額
）
の
１
／
２
。
上
限
５０
万
円
。
１０
年

に
１
回

◆
マ
ン
シ
ョ
ン
修
繕
工
事
債
務
保
証
料
助
成
制

度住
宅
金
融
支
援
機
構
の「
マ
ン
シ
ョ
ン
共
用

部
リ
フ
ォ
ー
ム
融
資
」を
受
け
、
（財）
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
セ
ン
タ
ー
の
債
務
保
証
を
利
用
し
た
管

理
組
合
に
債
務
保
証
料
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

助
成
対
象

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

助
成
額

債
務
保
証
料
の
５０
〜
１００
％
か
つ
上
限

５０
万
円
（
助
成
率
は
居
住
者
の
住
民
登
録
率

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

◆
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
え
等
検
討
調
査
費
助
成
制

度築
３０
年
を
経
過
し
た
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、

建
替
え
を
行
う
の
か
そ
れ
と
も
大
規
模
修
繕
工

事
を
行
う
の
か
を
検
討
す
る
場
合
に
、
そ
の
勉

強
会
の
運
営
費
用
や
調
査
に
係
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象

延
べ
床
面
積
の
１
／
２
以
上
が
住

宅
で
あ
り
、
築
３０
年
を
経
過
し
た
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
の
管
理
組
合

助
成
額

勉
強
会
運
営
費
、
調
査
費
用
な
ど
か

か
る
費
用
の
１
／
３
（
上
限
１００
万
円
）

◆
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度

再
開
発
・
共
同
建
替
え
な
ど
ま
ち
づ
く
り
の

初
動
期
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
深
い
知
識

と
経
験
を
有
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
無
料
で
派

遣
し
ま
す
。

ま
た
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
も
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象

ま
ち
づ
く
り
を
行
お
う
と
し
て
い
る
団

体
及
び
組
織

期
間

１
回
２
時
間
程
度
、
年
度
内
６
回
ま
で

（
連
続
し
て
３
年
間
利
用
可
能
）

〜
建
替
え
・
共
同
化
の
た
め
に
〜

◆
再
開
発
・
共
同
建
築
等
組
織
助
成
制
度

再
開
発
・
共
同
建
替
え
・
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

の
建
替
え
等
を
行
お
う
と
し
て
い
る
組
合
・
協

議
会
及
び
管
理
組
合
等
に
勉
強
会
や
運
営
に
係

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象

再
開
発
・
共
同
建
築
を
行
う
組
織

及
び
管
理
組
合
等

助
成
額

運
営
関
係
費
用
の
年
度
内
支
出
と
助

成
対
象
経
費
の
合
計
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額

上
限
額

再
開
発
組
織
＝
１００
万
円
／
共
同
建
築

を
行
う
組
織
＝
５０
万
円
／
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

建
替
え
＝
３０
万
円（
い
ず
れ
も
３
年
間
）

問
合
せ

居
住
支
援
グ
ル
ー
プ

1
３
２
３
３
―
３
２
２
３（
直
通
）

※
今
回
紹
介
し
た
助
成
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.m
m
-chiyoda.or.jp/project/

sum
u1.htm

l

〜
４
月
１
日
よ
り
新
年
度
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
〜

まま
ちち
みみ
らら
いい
千千
代代
田田
のの
ママ
ンン
シシ
ョョ
ンン
支支
援援
制制
度度

▲東鮨の大石弘さん

▲上手に巻けたかな？

平
成
２２
年
度
も
毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
催
し
ま
す

理
事
長
の
皆
様
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
、
区
内

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
み
な
さ
ま

へ
向
け
た
様
々
な
情
報
を
迅
速
・
正

確
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
理
事
長
の
皆
様

に
お
届
け
す
る
た
め
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
者
で
あ
る
理
事
長
の
皆
様
に

よ
る
「
千
代
田
区
マ
ン
シ
ョ
ン
理
事

長
連
絡
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

連
絡
会
に
ご
加
入
い
た
だ
く
と
、

行
政
・
地
域
等
の
情
報
や
、
理
事
会

の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に
役
立
つ
様
々

な
情
報
が
い
ち
早
く
届
き
ま
す
の

で
、
理
事
長
の
皆
様
の
活
動
に
大
い

に
役
立
ち
ま
す
。

財
団
が
年
４
回
発
行
し
て
い
る
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
向
け
の
情
報
紙
「
マ

ン
シ
ョ
ン
通
信
ち
よ
だ
」
で
も
、
毎

回
ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
、
理
事
長

連
絡
会
へ
の
ご
加
入
申
し
込
み
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

入
会
は
無
料
、
年
会
費
も
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
役
職
等
の
負
担
も
一

切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
是
非
ご
加
入

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

居
住
支
援
グ
ル
ー
プ

1
３
２
３
３
―
３
２
２
３（
直
通
）

千代田区マンション理事長連絡会の仕組み

事
務
局
（
ま
ち
み
ら
い
千
代
田
）

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
理
事
長
（
登
録
制
）

理事長連絡会

マ
ン
シ
ョ
ン

居
住
者

管
理
組
合

マ
ン
シ
ョ
ン

居
住
者

管
理
組
合

マ
ン
シ
ョ
ン

居
住
者

管
理
組
合

マ
ン
シ
ョ
ン

居
住
者

管
理
組
合

…

町
会
等

　
　
自
治
団
体

各
種
関
係
団
体

協
力
団
体

千
代
田
区

情報の流れ

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
で
理
事
長
に
選
ば
れ
た
ら
…

理
事
長
連
絡
会
に
ご
加
入
を
！

a

４月以降の開催日
（時間はいずれも１５時～

１７時です）

・4月21日（水）

・5月19日（水）

・6月16日（水）

・7月21日（水）

・8月18日（水）

・9月15日（水）

・10月20日（水）

・11月17日（水）

・12月15日（水）

・1月19日（水）

・2月16日（水）

・3月16日（水））

平成22年

平成23年


